
令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の皆様から、より信頼される組織となるように、情報発信、人権啓発、人材育成、業務改善に取り組みます。

総務部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総務部長 石橋 誠

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

来庁者の利便性や満足度の向
上につながる庁舎の改善を毎
年度実施する。

来庁者や職員とともに取り組
む庁舎環境の改善事業

来庁者や職員などから得られ
る庁舎環境改善に係る意見の
中から、対応可能な改善項目
については、予算などを勘案
した上で、可能な限り速やか
に実施する。

受付案内や電話交換の業務従
事者から毎日報告される業務
報告にある改善可能項目につ
き、即座に対応が可能なもの
は数日内に取り組むほか、日
数を要するものについても二、
三週間以内に取り組む。

・執務室の温度が上がりやす
い庁舎南側の一部に、遮熱
ロールスクリーンを設置した。
・照明制御装置更新工事の際
に、一部スイッチ場所を移設
し、視認性を向上させた。
・本庁舎駐車場における逆走
防止のための路面への矢印標
示や、障害者等専用駐車ス
ペースの掲示ボードを設置し
た。

行政手続の適正化と透明化を
図るため、職員全体の法務能
力を向上させる体制の整備を
行い、併せて文書管理の適正
化を推進する。

法務能力向上研修の実施並び
に文書管理の改善業務

・職員の法務能力を向上させ
るとともに、法令等の改廃情
報等による迅速かつ正確な例
規改正や更新を行うことによ
り、市民への迅速な情報提供
が適正に行われている。
・市の公文書の管理が、ルー
ルに従い適正に行われている。

・各所属の管理班長又は主任
を対象とした法制執務研修を、
令和６年３月までに実施する。
・公文書の適正管理を推進す
るため、文書管理の巡回点
検・指導を実施する。

・法制執務における能力向上
を目的とした研修を令和５年
１１月に実施し、４２課の担
当者が参加した。
・令和３年度から実施した文
書管理巡回点検については、
最終年度である令和５年度に
おいて、全１５９部署のうち、
５６部署で点検を実施し、当
該結果に基づく指導を行った。

総務課 設定者 課長 桂 健治
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市長・副市長が円滑に政策判
断・市政運営を行うことがで
きるよう各種環境を整える。

スケジュールの管理（過密化
の軽減）及び情報共有

優先度及び重要度を踏まえた
スケジュールの調整により、
重要案件にかかる協議時間を
確保する。

市長・副市長の意向を随時確
認し、関係部署との調整や政
策判断に必要とする情報の収
集・把握に努める。

状況に応じたスケジュール調整
により、関係部署等との協議時
間を確保するとともに、事前・
事後の情報の収集・把握・提供
に努めた。

広報紙、ホームページの内容
を充実させ、市民に分かりや
すい情報発信ができるよう努
めるとともに、公式LINEなど
を活用して積極的な情報発信
を行う。

市民が広報紙・ホームページ
に容易にアクセスできるよう、
公式LINEなどを活用して積極
的に情報発信する。

公式ＬＩＮＥでの情報発信件
数を増やし、市政情報を積極
的に発信する。

市の施策やイベント情報を公
式ＬＩＮＥで年間３５０件以
上行う。

公式ラインで毎週木曜日に週
末のイベント情報の発信を開
始。広報紙に関するアンケー
ト調査(約４００人聞き取り調
査）を実施。公式ラインへの
加入者を増やすため、母子モ
でのプッシュ通知による加入
案内を実施。ラインで発信し
た情報は、３５０件以上と
なっている。

秘書広報課 設定者 課長 村上 武史
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課の使命又は目
指す姿

【課の組織目
標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

将来にわたって質の
高い行政サービスを
提供できる組織を構
築する。

複雑多様化する行政課題に的
確に対応するため、組織体制
の最適化を図る。

第３次岩国市総合計画の着
実な実施とより質の高い行
政サービスを提供していく
ため、効率的かつ効果的な
組織づくりを推進する。

①組織改編後の課題の洗い
出し
②関係部署との検討・協議
③最適化に向けた取組

組織改編後の課題等に関する各部局長からのヒアリ
ング結果等を踏まえ、令和６年度に向けて組織体制
の最適化を図った。

一人ひとりの職員が
持つ能力を最大限に
発揮し、組織力の向
上を図る。

「岩国市人材育成基本方針」
に掲げる「めざす職員像」の
実現に向け、「人材の確
保」・「職員の能力開発」・
「人材マネジメント」を総合
的に推進する。

・優れた能力や資質を有す
る職員の確保
・「岩国市職員研修計画」
の着実な実施
・ＯＪＴや人事評価を活用
した職員の育成

①職員採用に関する取組の
強化（情報発信・多様な採
用方法の実施等）
②若手職員の早期戦力化
③キャリア形成に沿った人
材育成
④人事評価制度の見直し

・本市の「めざす職員像」にマッチした優秀な人材
を確保するため、「アピール型の新設」や「職務経
験者採用の見直し」等を行い、新規採用者の確保に
努めた。
・OJTを柱とする職場研修に加え、「接遇研修」や
「安全運転講習」等を実施し、若手職員の育成強化
に努めた。

すべての職員が活躍し能力を
発揮できるよう職場環境を整
備する。

・働き方改革の推進
・定年の引上げを踏まえた
計画的な人事管理の推進

①多様で柔軟な働き方の検
討
②高齢期職員の活躍推進

・定年引上げを踏まえ、６０歳以降もモチベーショ
ンを維持し、やりがいを持って業務を担ってもらう
ため、「セカンドキャリア研修」を実施し、高齢期
職員のマインドセットに努めた。
・「ワーク・ライフ・バランス推進研修」や「キャ
リアデザイン研修」を実施し、職場全体で働き方改
革を推進していく意識の醸成を図った。

質の高い行政サービ
スを提供する。

効率的・効果的な行政経営を
推進する。

・給与等の適正化
・業務の効率化や業務改善
の推進

①定員の適正管理
②国・県・近隣市との均衡
を考慮した給与等の見直し
③研修を業務にフィード
バックする取組の強化
④ＤＸを活用した業務改善

・人事院勧告や山口県人事委員会勧告等を踏まえ、
職員の給与改定を行うとともに、令和６年度から会
計年度任用職員に勤勉手当を支給可能とするなど、
給与等の適正化を図った。
・職員が常に「DXの活用」を意識し、業務改善を
行った。

職員課 設定者 課長 活田 浩久
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人権尊重に関する人権教育・
啓発の推進

人権教育・啓発に関する研修、
講座、イベントの実施

講座参加者の満足度、理解度
が上がるように、内容の充実
を目指す。（Ｒ５年度８０％、
Ｒ６年度８０％以上を維持す
る）

・人権教育・啓発指導者養成
講座（７月）
・人権教育・啓発指導者研修
会（８月）
・じんけんフェスタ（１１
月）

・人権教育・啓発指導者養成
講座参加者の理解満足度は目
標の８０％を達成。
・じんけんフェスタでは中高
校生徒の作品が多数寄せられ
た。また高齢者の人権をテー
マにした記念講演に多数の受
講者が参加。

男女が共に個性や能力を発揮
することができる共同参画社
会づくりの推進

岩国市女性活躍推進計画の推
進

岩国市内におけるワークライ
フバランスに取組む事業者の
登録数を増やす。（１０３社
から１０５社へ増）

市内事業者に対しアドバイ
ザー派遣事業を実施

・市内企業３社にアドバイ
ザー派遣を実施。
・ワークライフバランスに取
組む事業者の登録数１０８事
業者
・商工振興課と共同で女性の
再就職支援にむけたセミナー
を実施

男女が健康で安心・安全に暮
らせる社会づくりの推進

岩国市ＤＶ対策基本計画の推
進

・ＤＶ相談窓口の周知を図り、
市民に寄り添い相談に対応す
る。
・ＤＶ防止に向けた取組の実
施

・広報やホームページ、ＳＮ
Ｓ等あらゆる機会を通じた相
談窓口の周知
・ＤＶ防止にむけた講座の実
施

・１０月の女性に対する暴力
をなくす運動の一環として、
JR岩国駅西口と錦帯橋のパー
プルライトアップを実施。
・ＪＲ岩国駅にて相談窓口な
どの周知を図る街頭啓発行動
を行った。

人権課 設定者 課長 岡原 隆光
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公平、公正で適正な入札・契
約事務の執行

公平、公正な入札制度 入札の透明性及び効率化の向
上

入札及び契約事務の電子化の
検討・推進、入札制度の構築
及び関係機関等との連携

・建設工事及び建設工事に係
る業務委託については、電子
入札の安定的な運用を継続し
ている。
・今年度は契約事務において、
電子保証の運用を開始し、業
務効率の向上に努めた。

契約監理課 設定者 課長 藤澤 政博
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市民ニーズを適切に捉え、円
滑に用地の取得を図る。

・担当者の経験・知識の蓄積
とスキル向上（自己学習・職
場研修・職場外研修の実施）
・事業担当課との連携・協力
・適正な補償金の算定

・地権者の不安を解消するよ
う分かり易く丁寧な説明を行
う。
・事業担当課と情報を共有し、
適正かつ迅速に用地を取得す
る。
・補償基準に基づき適正な補
償金の算定を行う。

・国土交通省、山口県、民間
が開催する研修会への参加
（随時）や説明資料の作成
・用地交渉マニュアルの更新
・事業担当課にヒアリングを
実施（５月）
・不動産の適正な評価を行う
ため、不動産評価委員会を開
催（毎月）

・不動産評価委員会において
用地取得に係る１４議案を提
案し、価格の承認を受けた。
・各事業の担当課から依頼を
受けた９件の用地取得を円滑
に行った。
・各総合支所の５件の用地取
得案件について、用地交渉及
び土地売買契約に同行した。

地図情報システムを更新し、
適正な情報を提供する。

・地図情報システムの適正な
運用
・地籍調査関係資料の適正な
管理

・定期的に地図情報を更新し、
常に新しい情報を保持する。
・提供する地図情報の実効性
について正しく説明する。
・老朽化した地籍調査関係資
料を保全、整備する。

・地籍調査完了地区の地図
データの取り込みやアンマッ
チデータの修正を適切に処理
する（通年）。
・地図情報の実効性について
正しく伝えられる方法を検討
し、その周知を図る。
・地籍調査関係資料のデジタ
ル化を進める。

・地籍調査の結果、新たに国
からの認証を受けた錦町大原
地区の一部（約１００筆）の
地籍図データを地図情報シス
テムに取り込むほか、アン
マッチデータの修正を行った。
・問い合わせに際して、提供
する地図情報の実効性を確実
に伝えた。
・地籍調査関係資料の実情を
把握し、一部保存方法の改善
を行った。

用地課 設定者 課長 沖村 雅洋
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「逃げ遅れゼロ」の実現に向けた取組を推進します

総務部（危機管理担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 危機管理監 桝原 裕司
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課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

事前に予見できる災害につい
ては、発生前に早めの避難を
促す。

災害発生の予測 気象情報を収集し、より簡便
な方法で災害発生を予測する
ことにより、避難情報を迅速
に発令する。

地域の地質や植生等を調査す
ることにより、雨量指標Ｒ’の
精度向上と運用面の改善を図
る。

地質や植生等の調査はできな
かったが、雨量計のデータを
R´に反映したことから、精度
の向上につながった。

災害の種別ごとに発生前、発
生直後、発生後の局面に応じ
た対応を行う。

災害対応力の向上 災害対策本部と総合支所、避
難所、消防・警察・県土木事
務所などの関係機関と情報共
有を行い、組織的に災害対応
が行える体制を構築する。

市と消防団や消防、自主防災
組織とが連携して、河川氾濫
や土砂災害を想定した訓練を
実施する。

市が主催する防災訓練は実施
できなかったが、防災機関が
実施する訓練等に参加し、連
携の強化を図った。

自主防災組織の育成・強化 自主防災組織や消防団による
避難支援が行われ、住民が助
け合って避難する。

自主防災組織を対象とする研
修を行うなどして、避難情
報・防災情報の収集方法や防
災に関する市の考え方等の理
解を図る。

地域防災リーダー研修や防災
講和の実施により、市の防災
対策について理解を深めた。

大災害発生後における中長期
避難所を安定的に運営する。

避難所の運営体制の検討 避難生活を送るための生活環
境が整備されている。

運営に当たっての全体的な課
題を整理し、自主防災組織に
よる運営について検討すると
ともに、必要な非常食や資機
材等を引き続き整備する。

自主防災組織による避難所の
自主運営まで至らなかった。
備蓄品の配備については、今
後の配備方針について整理し
た。

危機管理課 設定者 課長 廣田 雅之
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将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 國廣 光秋

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

総合計画の将来像の実現に向
け、効果的な施策を計画的に
推進する。

総合計画の基本目標に沿っ
た施策を計画的に推進して
いくため、まちづくり実施
計画を策定する。

投資政策的経費の一般財源の範囲
内で、重要度、緊急度、事業効果
等を勘案し、総合計画や総合戦略
に掲げる施策の実現に資する事業
を優先的に採択する。

総合計画や総合戦略における
事業の位置付け及び優先度・
緊急度を明らかにする。
財政フレームの投資一般財源
の範囲内で事業を選択する。

総合計画や総合戦略に位置付
けられている事業について、
投資政策的経費の一般財源の
範囲内となるよう、優先順位
の高い事業を採択した。

総合計画及び総合戦略に掲げ
る目標を達成するため、進行
管理を厳格に行う。

総合計画や総合戦略におけ
る各種取組に対する進捗を
検証し、その状況を公表す
る。

総合計画における「達成度を測る
指標」や総合戦略における「数値
目標」「ＫＰＩ」等の達成状況を
照会し、取組の進捗を検証すると
ともに、市民にその状況を公表す
る。

・指標・数値目標・ＫＰＩの
実績等を取りまとめ、進捗状
況を検証する。
・検証結果を各課にフィード
バックするとともに、ＨＰ等
で進捗を公表する。

総合戦略及び総合戦略におけ
る令和４年度の達成度を測る
指標や数値目標等を検証し、
進捗状況をＨＰで公表した。

大規模事業等について、役割
分担のもと県や国による事業
化を実現する。

各課の要望を取りまとめ、
国に対しては自民党要望を、
山口県に対しては県予算要
望を行う。

市では実施が困難な大規模事業等
について、国や県に対して適切な
要望活動を行い、国家予算や県予
算での事業採択・実施を目指す。

・各課からの要望を要望書に
とりまとめ、国及び県に対し
て要望活動を行う。
・要望に対する県等の対応方
針の回答を確認し、各課に情
報共有を行う。

各課からの要望を取りまとめ、
重点要望項目等を整理し、国
家予算や県予算による事業採
択・実施に向けて、県及び自
民党へ要望を行った。

広域行政を推進し、圏域全体
の一体的な発展を図る。

広島広域都市圏における連
携事業を活用し、本市の情
報を積極的に発信する。

広島広域都市圏の市町と連携して
取り組むことで、圏域内の交流を
促し、圏域全体の発展と本市の活
性化を目指す。

・関係団体や庁内関係課に対
し、圏域で実施するイベント
等への参加を促すとともに、
事業実施の調整を図る。
・市民に広く情報発信を行い、
圏域内の交流を促す。

広島広域都市圏における取組
について、庁内外に参加を促
すとともに、職員の人事交流
による共同研修を実施した。

基幹統計に係る事務・手続を
正確に行う。

住宅・土地統計調査、漁業
センサス等の実施

調査員・指導員を指導し、対象者
からの問合せに適切に対応できる
よう調査内容を正確に把握する。

調査期限内に調査票を回収し、
正確に調査票が記入されてい
ることを確認した上で集計を
行い、期限内に関係省庁に提
出する。

調査員・指導員に対し、わか
りやすい資料を作成して説明
を行うなど指導を行い、期限
内に関係省庁に提出すること
ができた。

政策企画課 設定者 課長 賀屋 和夫



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 國廣 光秋

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

持続可能な行政経営を行うた
め、一般財源の状況を把握し
た上で、その確保及び適切な
配分に努める。

一般財源の状況を把握し、投
資政策的経費に適切に一般財
源を配分する。

投資政策的経費に配分する一
般財源を確保しながら、持続
可能な行政経営が行えている。

・令和４年度に策定した財政
計画を踏まえ、今後の一般財
源の見通しを把握する。
・今後の一般財源の状況を勘
案しながら、投資政策的経費
に一般財源を配分する。

財政計画を踏まえ、今後の一
般財源の見通しを把握したう
えで予算編成に取り組んだが、
令和６年度当初予算における
投資政策的経費の一般財源は、
同計画の目標値には及ばな
かった。

市債については、将来負担の
軽減を図るため発行の抑制に
努めるとともに、発行する場
合には、財政的に有利な普通
交付税算入率の高いものの活
用に努める。

市債を発行する場合は、普通
交付税算入率の高いものを活
用する。

市債を発行する場合には、普
通交付税算入率の高いものの
活用に努めることにより、一
般財源の負担を軽減すること
で、将来に向けて一般財源を
確保する。

予算編成時に財政的に有利な
市債が活用できないか十分に
検討し、活用可能なものにつ
いては、市債を充当する。

令和５年度の補正予算や令和
６年度当初予算において、普
通交付税への算入率が高い合
併特例債や過疎債などに加え、
緊急防災・減債事業債や緊急
自然災害防止対策事業債、緊
急浚渫推進事業債など、財政
的に有利な市債の活用を図っ
た。

財政課 設定者 課長 松尾 佳一



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 國廣 光秋

課の使命又は目指
す姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す
状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

公有財産の総括的な管
理を行い、未利用財産
の有効活用に向けた取
り組みを行う。

総括的に公有財
産の管理状況を
把握するととも
に、未利用財産
については有効
活用に向けて、
貸付や処分等を
財産所管課と連
携し行っていく。

①公有財産の取得・
処分・活用状況や備
品の管理状況が把握
できている。
②財産に関しての保
険手続きを適正に行
い、不測の事態に備
えることができてい
る。
③未利用となってい
る財産の有効活用が
図れている。

①公有財産管理システムについて、各課か
らの異動報告や照会結果を適宜反映し、公
有財産の一元的な管理を行う。
②市が保有する建物や工作物、備品につい
て、適宜異動を反映するとともに、事故発
生時において適切な保険手続きを行う。
③未利用財産について財産所管課と連携し、
貸付や処分など利活用に向けた検討や手続
きを進める。

①財産所管課からの財産の異動、貸付や処分
等の情報を逐一公有財産管理システムに反映
させ、市有財産の一元管理を行った。
②各課からの依頼に基づき保険加入・解約手
続きを行い、事故発生時にも随時適切に保険
対応手続きを行うことができた。
③未利用財産の利活用に関する基本方針を策
定し、全庁に周知を行った。また、普通財産
の利活用状況の調査を実施し、利活用状況の
リストを作成した。このリストをもとに処分
可能な財産の洗い出しを行い、財産所管課と
連携し、来年度の処分に向けての準備を行っ
た。

安心安全で次世代に負
担をかけない公共施設
を目指して、質と量の
最適化に計画的に取り
組む。

岩国市公共施設
個別施設計画に
沿って、公共施
設の質と量の最
適化を目指し、
計画性を持って
着実に実行する。

①人口や施設の利用
実態に対し、施設の
量が最適である。
②多様化する市民
ニーズの把握・分析、
施設の計画的保全や
健全な管理運営が行
われ、施設の質が最
適である。

①重点的かつ効率的に公共施設の再編・再
配置を進めるため、一次的な生活圏を基本
単位とした地域別公共施設再編行動計画を
策定し、地域住民との合意形成を図る。
②中長期的な視点による財政支出の平準化
や、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら建物や設備の計画的な改修・更新等を
進めるため、予防保全の観点を含む公共施
設保全計画の策定に向けた取組を行う。
③今後、譲渡の方向性となっている施設に
ついて、その取組を進めるための仕組の整
備や、廃止する施設の跡地等の有効活用の
促進を図る。
④施設の安全確保に向け、施設管理者への
日常点検等の実施の周知等に取り組む。

①市内を小学校区を基本単位とした３０のエ
リアに分け、公共施設の方向性を記載したエ
リア別公共施設アクションプログラムを作成
した。
②公共施設保全計画の策定に向けた基本方針
を作成し、計画の対象施設を整理するなど次
年度以降からの策定作業の準備を行った。
③施設の分類ごとに譲渡方針を作成した。ま
た、跡地活用等のため、サウンディング型市
場調査運用方針を作成した。
④施設管理者に向けて、法定点検や日常点検
の実施について、周知を図った。

施設経営課 設定者 課長 河本 圭介



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 國廣 光秋

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

効率的・効果的な公共交通
サービスの構築

地域内支線の維持・確保・デ
マンド交通等への見直し行う。

・施設の移転・廃止等に合わ
せた路線の見直しを行う。
・運行効率の悪い路線の見直
しを行う。

・路線の見直し
・デマンド（予約乗合）化

・師木野地区の実証運行の結
果を基に、路線バスを効率化
を図った。
・由宇地域の乗合タクシーの
実証運行に向けた協議を実施
した。

鉄道のより一層の利用促進と
在り方の検討を行う。

・利用促進による利用人数の
増加を図る。
・錦川清流線の方向性につい
て検討を行う。

・プロジョクトチーム設立
・現状分析・各種調査
・意見を聴く会開催

・副市長をチーフとする関係
部長でのプロジョクトチーム
を設置、会議を２回開催した。
・専門家により意見を聴く会
を１回開催した。
・アンケート調査の実施、現
状分析を実施した。

公共交通を守り育てる意識の
醸成

効果的なモビリティ・マネジ
メントの推進する。

公共交通を利用する意識を高
める。

・パンフレットの更新・配布
・乗り方教室実施

・既存の時刻表や地図を４月
と１０月に更新・配布し、各
パンフレットは随時、更新・
配布した。
・鉄道を１回、船を２回、バ
スを１回、小学生を対象に乗
り方教室を実施した。

交通政策課 設定者 課長 中田 誠



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 國廣 光秋

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

課税客体の適正な把握に努め
課税誤りのない状態を目指す。

・相互チェック体制の確立
・研修会等への積極的な参加
・固定資産評価替えの作業

・経験年数に関わらず適正
な課税が遂行できる。
・課税誤りをなくす。
・次の固定資産評価替えに
向けての体制整備ができて
いる。

・研修会参加への勧奨
・班内研修の実施
・指導の強化
・固定資産評価替え作業の経
験のない職員の育成

・研修会には積極的に参加し
ている。
・相互チェック体制の確立に
ついては、より良い方法がな
いか引き続き検討している。
・固定資産評価替えの作業に
ついては、経験のない職員に
も積極的に参加させ、次期評
価替えに向けて準備を進める
ことができた。

税制改正を適正に賦課に反映
させる。

・課内における税制改正の周知
・班内研修、ミーティングの実
施

・税制改正について賦課内
容が理解できている。

・参考図書等の供覧により知
識を増やす。
・月１回班内研修の実施

・国からの資料や参考図書を
供覧することにより、税制改
正について周知し、理解を深
めている。
・課内会議や各班における班
内ミーティング、研修などを
通じて、スキルアップを図る
ことができた。

納税者に対して賦課内容を分
かりやすく説明することがで
きる。

・業務マニュアルの充実および
アップデートの実施
・賦課に対する情報共有

・個々の知識等のレベル
アップが図れている。
・問い合わせに対して適正
な回答ができる。

・過去のノウハウを活かしマ
ニュアルについては随時アッ
プデートを実施する。
・困難な案件について課内で
の情報共有を課内会議時に実
施する。

・業務マニュアルについては、
随時アップデートすると共に、
必要に応じて新規に作成する
ことにより、充実を図ること
ができた。
・困難な案件や問題案件等に
ついては、課内で情報共有し、
個々の知識や対応力のレベル
アップを図った。

課税課 設定者 課長 志賀 浩明



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

将来負担の軽減を図りつつ、自主財源の確保に努めることで持続可能な財政運営を行うとともに、総合計画に沿ったまちづく
りを着実に進め、質の高い行政サービスを提供することで、市民満足度の向上を目指します。

総合政策部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 総合政策部長 國廣 光秋

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安定的な財源の確保 市税収納率の向上 現年度市税収納率、概ね９
９％、滞納繰越市税収納率、
概ね、４０％程度を目指す。

・納税者の現状を踏まえた納
税相談、適切な調査を実施す
る。
・滞納処分、滞納処分の停止
を効率的に実施する。

現年度市税収納率については
概ね達成することができてい
るが、滞納繰越市税収納率に
ついては、コロナ禍明けの経
済状況が回復しきれなかった
ため、達成することはできて
いない。

未収金対策の強化 ・納付手段の充実
・現年度未収金の削減

・納付手段の充実による利便
性の向上を図る。
・現年度分市税収納率の向上
を図る。

・口座振替の勧奨を推進する。
・キャッシュレス納付等、新
たな納付手段の推進を図る。
・新たな滞納を防止するため、
現年度分の年度内納付への取
り組みを強化する。

・キャッシュレス納付につい
て新たな納付手段の推進をは
かることができた。
・現年度の納付について収納
率の強化に取り組んでいるが、
結果としての数字にはあらわ
れていない。

徴収の公平性の確保 ・職員のスキルの向上
・円滑な業務遂行のための基
盤づくり

・納税者の現状を適切に把握
し、納税意欲向上に向けた丁
寧な説明、対応を実施すると
ともに、適宜適切な滞納整理
による公平性の確保を図る。
・課内の業務負担に偏りがな
く円滑な運営ができる。

・各種研修の受講によりスキ
ルアップを図る。
・関係機関との連携による組
織的な収納体制を強化する。
・業務内容を見直し、一部の
職員にのみ負担をかけるよう
なことがないような体制とす
る。
・管理班、収納班、滞納整理
室の業務分担、連携方法につ
いて検討する。

・各種の研修については受講
することができたが、コロナ
の終息により宿泊研修につい
ても再開したい。
・業務内容を見直し、分担の
見直しを図っているが完全な
負担軽減には至っていない。

収税課 設定者 課長 松井 美穗



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

デジタル技術の積極的な活用により、市民サービス向上や暮らしやすいまちづくりを推進するとともに、効率的・効果的な行
政経営に取り組みます。

総合政策部（デジタル改革担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 デジタル改革担当部長 上田 清次郎

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域のデジタル化を促進し、
行政サービスの効率化や市民
サービスの向上、産業振興な
どへの貢献

市民向けのデジタルサービス
の立案、継続事業の見直しを
行う。

導入したデジタルサービスに
ついての市民の声を聴き、さ
らなるサービス向上が可能と
なるような改善を検討する。

新しいデジタル技術やサービ
スの検証や導入経費、維持経
費の算出を行う。

・今年度に導入したキャッ
シュレス決済について、窓口
アンケートにより市民の満足
度を調査し、拡充の検討材料
にするとともに、更なるサー
ビスの向上に向けて、関係部
署と協議調整し、運用改善を
行った。
・今後の遠隔接客システム等
のデジタル化事業について、
機器等の仕様をはじめ、財源、
経費などの調査を実施し、
サービス導入の最適化に向け
て検討を行った。

内部系システムの安定稼働と
効率化を目指す。

・ガバメントクラウドへの対
応、内部系システムの基盤
・運用中のシステム保守や安
定稼働に向けた日常のメンテ
ナンス

安定稼働を目指す。 ガバメントクラウドへの確実
な実施

・委託業者を決定し、ガバメ
ントクラウドに向けた作業に
取り掛かった。
・国の早期移行団体に採択さ
れ、国からの助言などを受け
て、稼働に向けて準備を進め
た。

デジタル推進課 設定者 課長 岡田 淳



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

デジタル技術の積極的な活用により、市民サービス向上や暮らしやすいまちづくりを推進するとともに、効率的・効果的な行
政経営に取り組みます。

総合政策部（デジタル改革担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 デジタル改革担当部長 上田 清次郎

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

行政経営改革プランの推進 行政経営改革プランの行動計
画における年度計画を着実に
実行する。

令和５年度の達成状況の把握、
成果の検証において、的確な
評価ができている。

・行動計画の取組に係る主担
当部署への働きかけ、援助、
進捗管理を行う。

期首、中間、期末の報告に併
せてヒアリングを実施し、積
極的に担当部署とコミュニ
ケーションをとることで、進
捗管理とフィードバックを
行った。

窓口業務の効率化・サービス
向上

・窓口業務について、業務の
棚卸しや業務分析を行い、プ
ロセスを抜本的に見直し、最
適化するための支援を行う。
・ライフステージに合わせた
情報提供のための申請案内シ
ステム及び申請書作成支援シ
ステムの活用を検討する。

・業務プロセスを抜本的に見
直すことによって、窓口業務
を最適化する。
・ライフステージによる必要
な手続きが確認でき、窓口に
来ない・書かない申請が可能
となる。

・デジタルツールを用いた業
務改善方法の検討を進める。
・民間委託業務の研究を行い、
庁内での検討を進める。

・５課に対して窓口ヒアリン
グを実施し、課題の抽出、
BPRの提案、DXツールの提供
などを行った。
・窓口の最適化のため、国が
推奨するフロントヤード改革
につながるツールの検討・設
計を窓口関係課で行い次年度
企画の作成を行った。

事務執行の適正化 財務に関する事務を対象とし
た地方自治法に基づく内部統
制制度の導入に向け、制度の
周知等を行う。

内部統制制度の周知が図られ
る。

制度について整理し、周知を
図る。

・財務事務のセルフチェック
を目的に全職員に対してE-
ラーニング形式の研修を実施
(延べ１，０３３人)。併せて
財務関係マニュアルの整理を
行った。
・「事務ミス防止研修」とし
て、事務ミス防止の仕組みづ
くりや内部統制制度を学習す
る研修を企画・実施した。

行政改革室 設定者 室長 上田 清次郎



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

岩国基地との共存を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 穴水 辰雄

課の使命又は目指す
姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安心・安全対策の推進 安心・安全対策（４３
項目）の要望のうち、
未達成項目の進展を図
る。

未達成項目の実現あるいは
実現に向けた協議が進展し
ている。

（１）基地外居住者の居所の明確化
（２）日米地位協定の見直し・運用改善
・損害賠償手続きの迅速化
・被疑者の起訴前の拘禁移転

（３）住宅防音工事に関する制度の拡充
・対象区域の拡大
・対象施設の事務所・店舗等への拡大

（１）について、この実態を把
握できるよう山口県基地関係県
市町連絡協議会として要望を
行ったが進展がなかった。
（２）について、渉外知事会等
を通じ、早急な見直しなど、重
点的に要望を行った。日米両政
府に関わる全国的な課題である
ため、粘り強い取組が必要。
（３）について、現在行われて
いる第一種区域等（対象区域）
の見直しに当たっては、空母艦
載機の滞在時や外来機の飛来に
よる訓練等を考慮するよう要望
した。また、対象施設の事務
所・店舗への拡大については、
令和６年度の国の予算案におい
て、施策の検討のための予算が
計上され、一歩前進した。

基地政策課 設定者 課長 石本 英二
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

岩国基地との共存を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 穴水 辰雄

課の使命又は目指す
姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

航空機の騒音軽減や事故防
止

（１）岩国基地への申
入れ。
（２）航空機騒音の測
定、集計、分析による
実態把握
（３）岩国日米協議会
の「確認事項」の見直
しに関する協議の継続

（１）岩国基地への申入れの
減少
①飛行規則が遵守され、飛行
運用において、市民生活への
配慮がなされている。
②航空機事故等が発生してい
ない。
（２）騒音測定データ及び分
析が騒音対策に有効に活用さ
れ、市民へ適切に情報提供さ
れている。
（３）「確認事項」の見直し
が、日米双方の合意によりま
とまる。

（１）航空機の飛行規則の違反、事
故の発生はもちろん、騒音苦情の増
加や運用に問題がある場合、岩国基
地へ申入れを行う。
（２）市が設置する騒音測定器によ
る計測、基地情報提供協力員及び基
地政策嘱託員からの情報に基づき、
騒音に関する的確な情報整理や分析
を行うとともに、ＨＰ等を通じ、市
民への情報提供を適切に行う。
（３）国や米軍と「確認事項」の見
直しについて、継続して協議を行う。

（１）・（２）について、市が設
置する騒音測定器、情報提供協力
員及び嘱託員による情報を整理、
分析し、ＨＰ等により適切に情報
提供を行った。また、盆・正月等
の飛行自粛要請や時間外運用、騒
音苦情件数の増加等の問題がある
運用に対する申入れを行ったが、
この件数は前年度と比べ減少し、
大きな航空機事故も発生していな
い。
（３）当見直し協議自体に進展は
なかったが、基地に関する問題が
生じた場合には、その都度基地側
と解決に向けた協議を行うなど、
支障は生じなかった。

基地政策課 設定者 課長 石本 英二
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

岩国基地との共存を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 穴水 辰雄

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

米軍構成員等による事件、
事故の防止

（１）米軍構成員等に
よる事件・事故防止の
ための予防対策の実施。
（２）事件・事故等の
発生した場合の申入れ
等の適切な対応

米軍構成員等による事件・
事故等が発生していない。

（１）米軍構成員等による事件・事故
を未然に防止するための取組を行う。
①セーフティブリーフィングの実施

又はビデオメッセージの作成
②安心安全共同パトロールの実施
③その他、他部署が行う安心安全啓

発事業に対するサポート
（２）事件・事故等に対する再発防止
等の申入れ。

（１）米軍構成員等による事件・
事故を未然に防止するため以下の
取組を行った。
①市長のビデオメッセージを基地
内で活用してもらい、事件・事故
防止の啓発を図った。
②12月８日に安心安全共同パト
ロールを実施。
③交通事故防止のため、セーフ
ティドライビングスクールの実施
をサポートした。
（２）事件・事故の発生に対して、
状況に応じて、綱紀の保持と実効
性のある再発防止策の徹底を要請
した。

基地政策課 設定者 課長 石本 英二
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

岩国基地との共存を基本スタンスとして、安心・安全対策に取り組みます。

総合政策部（基地政策担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 基地政策担当部長 穴水 辰雄

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

その他、基地に関する諸問
題への適切な対応

その他、基地に関する
継続案件や年度を通じ
て生じる諸問題につい
て、個別・具体的に迅
速かつ適切な対応を行
う。

基地に起因する諸問題への
市民の不安に対し、必要な
情報提供がなされており、
問題がある場合は、国や米
軍に対し申入れ等の適切な
対応が行われている。

（１）継続案件について、関係機
関・部署と連携し、進展を図る。
【継続案件の主なもの】
①地元の意向、航空機の運用実態

等を考慮した第一種区域等の見直し
に向けた協議
②５ｈａ返還（昭和町藤生線）協

議の進展
③ごみ露出・燃料施設整備問題へ

の状況把握及び対応
（２）年度を通じて生じる諸問題へ
の迅速かつ適切な対応

（１）について、以下の対応を
行った。
①について、当見直しのための
「騒音度調査」に当たり、空母艦
載機の滞在時や外来機の飛来によ
る訓練等の運用実態を考慮した見
直しを行うよう、機会あるごとに
要望を行った。
②について、国に協議の加速化と
測量調査の実施を求め、現在、国
と米側で調整が進められている。
③ごみ露出問題については、露出
自体の改善はなされたが、今後も
注視する。燃料施設整備に関する
新たな情報はなく、引き続き、状
況把握に努める。
（２）市民生活への影響、不安が
懸念される運用（外来機の飛来に
よる訓練・オスプレイ等）につい
て、案件ごとに国から説明を受け、
要請・情報提供を適切に行った。

基地政策課 設定者 課長 石本 英二
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民が市政を身近に感じながら、笑顔で暮らし続けていくため、自助・共助を活かした支えあいと、市民との協働による安心
安全で持続可能な地域づくりを推進します。

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 小玉 陽造

課の使命又は目
指す姿

【課の組織目
標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指
す状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の自治・協働
を促し、地域での
支えあいのまちづ
くりを推進する。

・地域コミュ
ニティの強化
・多様な主体
との連携、協
働の推進

①市民の自治及び協
働の意識醸成と促進
②市民活動の場づく
りの支援
③市民活動の拡充・
リーダー等の人材育
成及び活用

①自治会報奨金、コミュニティ助成事業、地域
資源活性化事業（地域づくりワークショップ
等）の実施
②地域協働拠点としての出張所、供用会館等の
あり方や方向性等（公共施設等総合管理計画や
公共施設個別施設計画）の検討
③御庄地区地域づくり拠点施設整備事業
④横山地区集会所改修事業
⑤みんなの夢をはぐくむ交付金の活用促進
⑥市民団体、市民活動パートナー制度の登録推
進
⑦市民活動人材育成事業補助金の活用促進
⑧市民活動支援センターの機能充実

①・自治会加入率：７０．９６％
・一般コミュニティ助成事業：２件
・コミュニティ集会所整備事業補助金：７件
・地域づくりワークショップ（４地区、２２回
開催）
②出張所及び供用会館等の今後の方向性を定め
たエリア別公共施設アクションプログラムの作
成に向けて関係部署と調整を行った。
③ワークショップの開催とともに、令和６年度
から着手できるよう基本設計費用を予算化した。
④本年度、実施設計を行い、地元説明会等を経
て、令和６年度から改修工事を予定。
⑤みんなの夢をはぐくむ交付金は補正予算対応
を行い、昨年度より９団体多い２４団体の市民
活動団体への支援、事業実施ができた。
⑥市民活動登録団体：１１５団体
市民活動パートナー制度：登録１５件、募集

４７団体
⑦市民活動人材育成事業補助金：０件
⑧市民活動支援センター利用者数：延べ２，３
４４人
さぽーと講座（７回）、地域コーディネー

ター養成講座（２回）、登録団体交流会（３
回）、市民活動カフェ（参加団体３９団体、来
場者１，２００人）、パネル展実施、出前講座
（岩国看護学校）などを実施した。

地域づくり推進課 設定者 課長 河村 憲二
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民が市政を身近に感じながら、笑顔で暮らし続けていくため、自助・共助を活かした支えあいと、市民との協働による安心
安全で持続可能な地域づくりを推進します。

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 小玉 陽造

課の使命又は目
指す姿

【課の組織目
標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指
す状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民に信頼される
親しみやすい出張
所を目指す。

迅速・丁寧・
親切な窓口
サービスの提
供

①来庁者への接遇の
向上
②円滑な事務処理に
向けた業務改善

①定期的な所内職員ミーティングの実施
②問題が発生した場合、出張所内及び各出張所
間での情報及び課題の共有
③本庁関係課との密な連携

①市民に最も身近な行政サービスを提供する窓
口として、親切かつ丁寧な接遇に努めた。
②③毎月、出張所長会議を開催し、本庁関係課
からの情報提供及び共有を図るとともに窓口
サービスの維持・向上に努めた。
出張所取扱件数：５５，５５７件

中山間地域におい
て、地域や家庭、
近隣同士での支え
あいによる地域力
の維持とともに、
地域の魅力を高め
る活動支援を行う。

・小規模・高
齢化集落等へ
の対策の推進
・地域おこし
協力隊等を活
用した地域力
の維持・強化
の推進及び魅
力情報の発信

①市民と協働の地域
づくり
②都市部との交流促
進

①集落支援員を中心とした地域活動支援
②夢プラン応援費補助金の活用促進
③中山間地域お助け活動助成金の活用促進
④買い物弱者支援事業
⑤体験型教育旅行支援事業の推進
⑥地域おこし協力隊員による地域資源の発掘及
び情報発信

①本年度、集落支援員が１名増えて７名体制と
なり、前年に比べ地域の実態把握、話し合い活
動がより活発なものとなった。
②夢プランを策定した団体に活動状況の聞き取
りを行い、活動内容を検証した。
③中山間地域お助け活動助成金は、補助金額を
増額するなど要綱の見直しを図った。
④買い物弱者支援事業は、燃料費の補助単価の
見直し、離島への支援として船舶を対象に追加
するなど要綱の見直しを図った。
⑤コロナが終息し、日帰り体験旅行は実施でき
たが、宿泊体験の受け入れまでには至っていな
い。
⑥地域おこし協力隊は、前年度より１名増員と
なる５地域７名を派遣し、隊員と地域が良好な
関係で活動できるよう支援した。

地域づくり推進課 設定者 課長 河村 憲二
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民が市政を身近に感じながら、笑顔で暮らし続けていくため、自助・共助を活かした支えあいと、市民との協働による安心
安全で持続可能な地域づくりを推進します。

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 小玉 陽造

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

犯罪が起きにくい環境づく
りを進め、誰もが安心して
暮らすことができる地域社
会の形成を図る

・防犯カメラの管理運用
・防犯灯設置事業費補助
及び防犯灯電気料金助成
事業
・犯罪被害者等支援事業

防犯設備の整備や運用によ
り、犯罪、事故等の防止や
早期解決を図るとともに、
犯罪被害者等への相談、支
援を行うことにより、誰も
が安心して暮らすことがで
きる地域社会を目指す。
・刑法犯認知件数の減少

・防犯カメラ175台の適正運用
・自治会設置の防犯灯関連費用の 助成
・基地周辺における防犯灯のLED化改修
工事
・犯罪被害者等への相談支援

岩国警察署と連携して、防犯カ
メラの適正運用や自治会への防
犯灯関連費用の助成を実施する
とともに、基地周辺における
LED化改修工事を完了した。し
かし、全国的な傾向であるが、
刑法犯認知件数は増加に転じて
おり、さらなる防犯対策を推進
する必要がある。また、犯罪被
害者等支援条例に基づき、経済
的にも精神的にも犯罪被害者等
に寄り添った支援を行った。

第１１次岩国市交通安全計
画に基づき交通安全対策を
促進する。

・交通安全意識の啓発
・交通安全教室の推進

交通安全思想の普及徹底を
行い、交通事故の防止を図
る。
・交通事故数の減少

・関係機関、関係団体、企業と連携して、
交通安全指導や啓発活動を実施
・子供、高齢者、米軍関係者を対象にし
た交通安全教室を開催

関係機関等と連携して、交通安
全運動や交通安全教室の実施等
により啓発活動を効果的に推進
した。交通事故数は２０２件で
昨年と比較して３件減少した。

消費者の安心・安全を確保
するために、啓発活動や相
談窓口の充実を図る。

・消費者トラブル防止の
啓発
・消費者教育の推進
・消費生活相談事業

消費者力の向上や消費者被
害の防止を図り、市民が豊
かな消費生活を送ることが
できる。
・消費生活出前講座回数の
増加

・消費者被害防止の広報啓発活動
・消費生活講座の実施
・消費生活相談の充実
・消費者見守りネットワーク協議会の開
催及び構成組織との連携

消費者力の向上や消費者被害防
止に向けて、様々な媒体により
啓発を行った。特に消費生活出
前講座は様々な団体や高校で行
い好評を得ており、実施回数は
１６回で昨年と同数であったが、
高校への出前講座は増加し、４
校で実施した。

くらし安心安全課 設定者 課長 綿重 典子
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民が市政を身近に感じながら、笑顔で暮らし続けていくため、自助・共助を活かした支えあいと、市民との協働による安心
安全で持続可能な地域づくりを推進します。

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 小玉 陽造

課の使命又は目指す
姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状
況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の声を聴き、関係部
署へつなぎ応えていくこ
とにより、市政への理解
を深める。

・市政相談等各種相
談事業
・自治会等からの陳
情、要望対応
・パブリックコメン
トの実施

市政や地域課題について
の相談や要望について、
迅速に対応することによ
り、市民の市政への理解
を深めるとともに不安感
の解消を図る。またパブ
リックコメントの実施に
より、市民の市政への積
極的で幅広い参加機会を
確保する。
・市政相談件数の増加

・電話、来庁、郵便、市長ホットラ
インにより相談・要望を受付け、助
言や情報提供を行うとともに関係部
署と連絡調整を行い対応する
・問題解決に向けて、適切な対応を
行うために、調整会議を開催

市民からの市政への相談・要望を傾聴し、
情報提供や関係部署への迅速な引継ぎを行
うことにより、市民の市政への理解を深め
るとともに、不安感の解消に努めた。また、
パブリックコメントの実施により、市民の
市政への参加機会を確保した。
・市政相談件数は３４０件で、昨年と比較
して９０件増となった。

くらし安心安全課 設定者 課長 綿重 典子
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民が市政を身近に感じながら、笑顔で暮らし続けていくため、自助・共助を活かした支えあいと、市民との協働による安心
安全で持続可能な地域づくりを推進します。

市民協働部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 市民協働部長 小玉 陽造

課の使命又は目指
す姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す
状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

個人情報に関すること
は、厳格に対応する。

個人情報の適正な管
理と取り扱い

個人情報の管理を徹底
し厳格化することで、
市民の安心と信頼を図
る。

①証明書等発行する際、複数人で確認する。
また、窓口で交付する際は、申請者に証明書
の内容を確認のうえ、交付する。
②個人情報が記載されているものなどを他の
職員に引き継ぐ際には、声掛けを必ず行う。
③業務終了時は、複数人で確認しながら施錠
のできるロッカーやキャビネット等に収める。
④各個人の机上の整理を徹底する。
⑤個人情報が放置されていると思われるとき
は、必ず作業中の有無を確認する。

・証明書を交付する際、発行者、レジ
打ちをした者、交付者の３名で申請書
と発行した証明書の内容が一致してい
るか確認し、窓口で申請者に渡す際に
も証明書等の内容確認をお願いした上
で交付した。
・個人情報が記載された書類を他の職
員へ引き継ぐ際の声掛け及び机上の整
理、業務終了後は施錠のできるロッ
カー等への収納を徹底した。

個人番号カードの普及
促進

個人番号カードの円
滑な交付・更新

個人番号カードをス
ムーズに交付・更新す
ることにより市民サー
ビスの向上と満足度の
向上を図る。

①時間外や休日に交付窓口を開設し執務時間
内に来庁できない市民に対し個人番号カード
の交付・更新処理を実施する。
②施設等に出向き、市役所に来庁する事が困
難な方に対し、個人番号カード交付申請補助
を行うことにより申請時の負担を軽減する。

・時間外、休日窓口を開設し、個人番
号カードの交付・更新処理を実施する
ことにより市民サービスの向上を図っ
た。
・出張申請支援の体制を整え広報誌、
ホームページでPRした。

住民基本台帳・戸籍の
証明書等の発行をス
ムーズに行う。

住民基本台帳、戸籍
の証明書等の円滑な
発行

個人番号カードによる
コンビニ交付の推奨

個人番号カード取得者に対しコンビニのマル
チコピー機による証明書交付を推奨する。

個人番号カード交付時及び保有者に対
し自動交付機での証明発行を推奨し、
窓口混雑の緩和に努めた。

市民課 設定者 課長 鳥川 真由美



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れを先取りした文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指
す姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す
状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

岩国の文化を伝え・創
り・活かすことで文化
芸術が彩るこころ豊か
なまちの実現を目指し
ます。

①本市の子供たちを
はじめ、市民が文
化・芸術に接する機
会の充実に取り組み
ます。
②市民が推進する文
化・芸術活動等につ
いて、支援を行いま
す。

①文化施設の利用増等
により、文化・芸術に
触れる機会が増えてい
る状況
②主要文化事業参加者
等により、文化・芸術
活動に取り組む市民が
増えている状況

①市民文化祭や市美術展覧
会等、文化施設での展示、
錦帯橋芸術祭等のイベント
内容の工夫や情報発信の強
化を行い、観覧者増を図り
ます。
②併せて、文化協会や高校
等への出展依頼を行い、参
加者増も図ります。

①「文化施設の利用増等により、文化・芸術に触れる機
会が増えている状況」としては、市の主要文化施設であ
る市民文化会館、吉香茶室、周東文化会館、美和文化会
館の利用者数合計が、令和４年度の１２６，０３６人か
ら令和５年度は１２４，１００人（見込）へと「減少」
しました。
②「主要文化事業参加者等により、文化・芸術活動に取
り組む市民が増えている状況」としては、市の主要文化
事業である市民文化祭、市美術展覧会、錦帯橋芸術祭の
参加者数合計が、令和４年度の１３，０７６人から令和
５年度は１４，７８４人へと「増加」しました。また、
子どもを対象とした文化事業である、0歳からクラッ
シックコンサート、ＩＪＣジュニア合唱団、豊かなここ
ろを育む音楽教室の参加者数合計は、令和４年度の１，
４９６人から令和５年度は１，５４９人へと「増加」し
ました。

文化スポーツ課 設定者 課長 杉田 久
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れを先取りした文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指
す姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す
状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

本市の特色を生かした
多文化共生社会の実現
を目指します。

①異なる文化を持つ
人々との相互理解を
深める取組を推進し
ます。
②国際理解を深める
取組を推進します。
③外国人住民への生
活・コミュニケー
ション支援等の取組
を推進します。
④愛宕スポーツコン
プレックス等の施設
を活用した日米交流
の取組を推進します。

基地内大学への日本
人就学者数、日本語、
国際理解講座・日米交
流事業の参加者増等に
より、
①国際社会で主体的に
行動できる人材が育っ
ている状況
②市民の国際感覚が醸
成され、異文化交流等
に対する市民の理解度
が深まっている状況
③外国人住民の地域参
画が促進されている状
況
④日米交流の推進を通
じて、相互理解が深
まっている状況

①青少年の海外派遣、基地
内大学への就学、異文化理
解教育を推進します。
②国際理解講座・交流事業
を実施します。
③日本語及び日本社会に関
する学習支援、日本語ボラ
ンティアの育成、日本語教
室の支援等を行います。
④文化・スポーツの日米交
流事業、ホストタウン事業
等を実施します。

①「国際社会で主体的に行動できる人材が育っている状
況」としては、基地内大学への日本人就学者数は令和４
年度の７人が令和５年度は２人と「減少」しました。
②「市民の国際感覚が醸成され、異文化交流等に対する
市民の理解度が深まっている状況」及び③「外国人住民
の地域参画が促進されている状況」としては、国際理解
講座及び日本語講座の参加者数が、令和４年度の１，３
８６人から令和５年度は１，３４２人へと「減少」しま
した。
④「日米交流の推進を通じて、相互理解が深まっている
状況」としては、文化・スポーツ等の各種日米交流イベ
ントの参加者数が、令和４年度の１４，４３２人から令
和５年度は２０，８８０人（見込）へと「大幅に増加」
しました。

文化スポーツ課 設定者 課長 杉田 久
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れを先取りした文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指
す姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す
状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

誰もが気軽にスポーツ
に親しめる環境を整備
します。

①市民の誰もが利用
しやすいスポーツ施
設の整備等に取り組
みます。
②ニーズに応じたス
ポーツ教室の開催や
プロスポーツ等の大
会誘致をはじめ、ス
ポーツ活動の支援・
充実等に資する取組
を推進します。

スポーツ参加者数・
スポーツ施設利用者
数・統合型地域スポー
ツクラブの増加等によ
り、市民が生涯を通じ
て、スポーツに親しみ
楽しみ関わることがで
きる環境が整っている
状況

①既存施設の適切な維持管
理のほか、県立武道館建設
に係る各種調整等、新規施
設に係る取組を行います。
②スポーツ教室の充実、各
種スポーツ・レクリエー
ション団体との協働を推進
します。また、錦帯橋ロー
ドレース大会等の定例イベ
ントを着実に実施するとと
もに、ソフトボールの日米
代表による「日米対抗ソフ
トボール２０２３」の開催
等、トップ選手のプレーに
接する機会の充実も図りま
す。

スポーツ教室の参加者数は、令和４年度の１９，１８１
人から令和５年度は２２，９６０人へ、スポーツ施設利
用者数は令和４年度の５８８，０２８人から令和５年度
は６０８，５５０人（見込）へと、いずれも「増加」し
ました。総合型スポーツクラブ（現在７クラブ）は、年
度内の新規設立はなく、「横ばい」でした。

文化スポーツ課 設定者 課長 杉田 久

3/3



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れを先取りした文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指す
姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

文化財の保護 ・シロヘビ保護管理事業
・民俗芸能まつり開催事業
・文化財施設等の維持業務
・旧目加田家住宅整備事業

・国天然記念物「岩国のシロ
ヘビ」の保護のため、飼育環
境の維持を行う。
・民俗芸能の保存と伝承及び
周知を行う場を提供する。
・市内文化財の維持を図る為
の環境を整える。

・シロヘビ飼育場の維持を行
う。
・民俗芸能まつりの実施
・市内文化財保管・保護の環
境を維持及び改善を図る。

・天神屋外放飼場の改修工事を実施した。
・民俗芸能まつりを８月２７日にハーモ
ニーみわで実施した（１２団体参加）。
・旧目加田家住宅の保存活用計画を策定
し、文化庁の認定を受けた。

文化財に関する各種の情
報発信を行う。

・岩国シロヘビの館運営 ・市内の文化財を多くの人に
知ってもらう。
・国天然記念物「岩国のシロ
ヘビ」を守り伝える意識を、
子供たちに伝える。

・文化財ＨＰを随時更新する。
・シロヘビこども飼育員など
の行事を実施
・小学校でシロヘビの学習会
を実施
・岩国シロヘビの館の管理運
営を行う

・環境フェスタ、岩国錦帯橋空港にてオ
オサンショウウオを展示し、保護意識の
普及啓発を行った。
・「シロヘビこども飼育員」、「夏休み
シロヘビ親子教室」等の行事を実施した。
・市内５小学校でシロヘビの学習会を実
施した。
・市内５か所で埋蔵文化財に関する講座
を実施した。

価値付けができない文化
財や歴史的資料等の調
査・研究を行う。

・文化財保護業務
・岩国城調査事業

・文化財の調査や研究を行い、
価値付けするため取りまとめ
を行う。
・価値のある文化財のほりお
こしのための調査・研究を行
う。

・文化財審議会の開催
・埋蔵文化財の確認調査を行
う。
・未指定文化財の調査を行う。
・岩国城の調査を行う。

・新たに市の指定文化財１件を指定した。
・１か所（美和町随門）で埋蔵文化財の
試掘調査を実施した。
・岩国城跡調査検討委員会を設置し、文
化財としての価値を明らかにするための
調査を進めた。

文化財課 設定者 課長 若林 久夫



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れを先取りした文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

企画展等の事業実施による博
物館の利用率の促進

・教育普及事業の実施によ
る利用促進
・調査研究と成果の活用に
よる利用促進

・多様な展示を実施すること
で、より幅広い世代の入館を
図る。
・各種講座の開催により、郷
土の歴史への関心を高める。
・研究成果を発信し、研究を
深める。

・企画展の実施（年６回）
・常設展示の活用（年３回以上
の展示替え
・郷土史研究会の開催（月１
回）
・古文書講座の開催（月２回）
・書籍等の発行（年１種以上）

企画展を年間６回実施した。
・郷土史研究会（１２回、４
５０人参加）、古文書講座
（２種各１２回、５７２人参
加）を実施した。
・岩国徴古館調査報告書第４
号、錦帯橋展図録、藤岡市助
ものがたりを刊行した。

博学連携の強化 博学連携事業 学校と博物館が相互理解・連
携し、博物館の利用によって
子供たちの地域への関心や郷
土を愛する心を育むとともに、
博物館等の施設や所蔵資料の
周知・利用によって博物館の
活性化を図る。

出前授業、体験講座等の実施 ・学芸員による出前授業等を
４３件実施した。

博物館整備事業の実施 岩国市博物館基本計画に基
づき博物館の整備を行う。

岩国市博物館整備検討委員会
及びＰＴ会議等を開催し、意
見の整理、集約を行う。

岩国市博物館実施設計の実施 ・岩国市博物館整備検討委員
会及びＰＴ会議等を開催して
課題の整理を行いながら、岩
国市博物館実施設計を実施し
た。

岩国徴古館 設定者 館長 若林 久夫



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

職員一人ひとりが創造性を持ち、時代の流れを先取りした文化・スポーツの取組を進めます。

文化スポーツ振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 文化スポーツ振興部長 遠藤 克也

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

錦帯橋を文化財として保存管
理を行う。

錦帯橋保存管理事業 錦帯橋を定期的に点検し、適
切な対応の実施により、安全
な状態を維持する。

・毎日及び毎月の点検を行う。
・点検で発見した箇所を速や
かに対応する。

・毎日及び毎月の点検を実施
した。
・点検において発見した箇所
は速やかに修繕等を行った。

錦帯橋と岩国城下町及び周辺
の山々を文化財として保存活
用を行う。

文化的景観保存活用事業 重要文化的景観として選定さ
れた区域（城山、岩国山、錦
川、横山地区、岩国地区）を
整備するための計画を策定し
保存活用を行う。

令和４年度に実施した重要な
構成要素の現状調査及び歴史
的建造物の把握等を基に整備
方針の取りまとめを行い文化
的景観整備計画を策定する。

令和４年度の成果を踏まえ、
地区住民等との意見交換、文
化的景観保存活用委員会の助
言等を得て、整備方針を取り
まとめ、文化的景観整備計画
を策定した。

錦帯橋の世界遺産登録への取
組を推進する。

錦帯橋世界遺産推進事業 「世界遺産暫定一覧表記載資
産候補提案書 錦帯橋」を更
新するための調査研究を進め、
取組について啓発活動を行う。

錦帯橋の価値や真実性等につ
いて、海外有識者を招聘し視
察とシンポジウムを開催、世
界遺産専門委員会等の開催、
各種普及啓発イベントを開催
する。

・錦帯橋の価値や真実性等に
ついて助言等を得るため、海
外有識者３名を１１月に招聘
し、錦帯橋及び周辺等の視察
や国際シンポジウムを開催、
世界遺産専門委員会等を開催
した。
・各種普及啓発イベントを実
施した。

錦帯橋課 設定者 課長 善村 雄二



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

脱炭素社会・循環型社会の構築に向けた取組を推進します。

環境部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 環境部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

環境保全につながる新たな政
策を毎年度実施する。

地球温暖化防止対策のために、
省エネ家電買い換え支援事業
を実施する。

省エネ家電の買い換えを支援
し、導入の促進を図る。

国の交付金を活用し、支援事
業を立ち上げる。

新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金を活用
し、省エネ家電買い換え促進
事業３，９４６件を実施した。
あわせて、省エネリフォーム
促進事業４２７件も実施した。

情報発信や啓発を適切な時期
に適切な方法で行う。

情報発信及び啓発を適切な時
期・方法で実施する。

市民や事業者に必要な情報を、
適切な時期に容易に受け取る
ことができる。

周知すべき情報の発信を、広
報紙やホームページをはじめ
として適切な方法を活用し、
適切な時期に広く入手できる
ようにする。

市民や事業者に必要な情報を、
広報紙やホームページに適時
掲載するとともに、必要に
応じてチラシの配布、市民
メールの送信や報道通知等に
より情報発信を行った。

環境政策課 設定者 課長 藤井 哲夫



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

脱炭素社会・循環型社会の構築に向けた取組を推進します。

環境部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 環境部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

環境教育の充実 出前講座（各小中学
校・自治会等）

ごみの発生・排出削減、リサ
イクルを進めるため、市民・
事業者にごみの減量や分別の
意義などについて認知度の向
上を図る。

出前講座等を通じて、学校や自
治会に対してのＰＲを実施する。

令和５年度実績
出前講座１６件受講者２４５名

※ごみの減量とリサイクルの推進へ
の取組、環境美化への意識改革、危
険物混入防止対策等受講者に解りや
すく説明することで理解が得られた。

生ごみ削減のための３キリ運
動推進

生ごみ処理機器購入補
助金交付制度

生ごみ処理機器の年間140基
以上の補助を通して、生ごみ
の発生抑制（食材の使いキリ、
料理の食べキリ）と水キリの
啓発を行う。

・ホームページ（通年）
・広報いわくに（年１回）
・自治会への班回覧（通年）
・環境イベント（６月頃）
・ごみ収集カレンダー内に掲載

生ごみ処理機器購入補助金について
は、電気式が７１基で一般式が５８
基の計１２９基に補助金を交付した。
目標基数の１４０基には、届かな
かったが、令和６年度からの補助金
限度額増額に伴う買控えがその理由
と考えている。

環境事業課 設定者 課長 村重 典則



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

脱炭素社会・循環型社会の構築に向けた取組を推進します。

環境部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 環境部長 神足 欣男

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

「岩国市一般廃棄物処理基本
計画」に沿って、安定したご
みの処理及びごみの有効利用
を促進し、環境保全と経済性
を両立した処理施設の運営管
理を行う。

効率的かつ安定した資源化及
び最終処分量の最小化を促進

①施設に搬入されるごみを有
効利用することで、最終処分
量を減らす。
②ごみの有効利用することで
リサイクル推進につながる。

ごみの処理先が資源化できる
ところを検討する。

ごみの資源化の取組状況
①プラスチック類
→プラスチック原料

②びん類
→カレット(ガラス原料)

③かん類、金属類、小型家電、
電源コード類
→金属素材

④ペットボトル
→ペットボトル原料等

⑤廃食用油、新聞紙類、雑が
み（雑誌）類、段ボール、紙
パック
→各原料

⑥布類→再利用
⑦焼却灰→セメント原料

ごみの有効利用の促進及び安
定したごみの処理をするため
に、市民への啓発を実施

市民への啓発によりごみの減
量化・リサイクル意識の向上
を図る。

清掃施設への見学を実施する
ことにより、ごみの減量化・
リサイクル意識の理解と向上
を図る。

清掃施設への見学人数（団体
数）は、 １，４０１人（５
１団体）が訪れた。

環境施設課 設定者 課長 古本 健二郎



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

人としての尊厳をもって、地域や家庭のなかで、その人らしい自立した生活が送られるよう支えます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域福祉計画に掲げた基本理
念に基づき、各種施策、取組
の推進を図る。

住み慣れた地域で安心して暮
らし続けることができる社会
の実現に向けて、地域での助
け合いや見守り体制等の推進

・市民の最も身近な相談相手
である民生委員・児童委員に
よる各地域での見守り・相談
体制等を支援、促進する。
・令和３年３月に策定した地
域福祉計画の取組状況を確認
する。

・研修や講演等の機会を通じ
て、民生委員・児童委員のス
キルアップを図る。
・地域福祉計画の中間評価を
行う。

民生・児童委員の資質向上や
スキルアップの取組について
は、研修会や講演会への参加
状況や、地区ごとに行われる
民児協での視察研修の記録な
どから、積極的に活動されて
いることが確認できた。

再犯防止推進計画に掲げた基
本目標に基づき、各種施策の
推進を図る。

再犯防止推進計画の推進 地域における再犯の防止等の
理解や関心を深めるために、
関係機関・団体等と連携した
活動を行う。

再犯防止に関する広報・啓発
活動を実施する。

７月の社会を明るくする運動
強調月間において、再犯防止
を推進する関係機関と連携の
うえ、再犯防止に関する広
報・啓発活動を実施すること
ができた。

黒磯地区に建設予定の「いこ
いと学びの交流テラス」に設
置を計画している複合施設の
円滑な運営

複合施設の管理運営等に必要
な調整

令和８年度の施設供用開始に
向けて、管理運営体制に関す
る必要な調整を関係部署とと
もに行う

福祉センター諸室の管理運営
に関する調査、検討

交流テラスの将来的な管理運
営を検討するにあたり、新し
い福祉センターの備品、消耗
品といった必要物品のリスト
アップや、管理運営を予定し
ている団体との打ち合わせを
定期的に実施するなど、段階
的に準備を進めることができ
た。

社会福祉法人及び介護サービ
ス事業者が適正に事業運営で
きるよう、指導及び監査を行
う。

・申請受付業務、運営に関す
る指導
・社会福祉法人、介護サービ
ス事業者に対する指導監査

組織の改編に伴い、指導及び
監査業務を円滑に実施するた
めの体制を確立する。

今年度に実施を予定している
運営指導を計画的に行う。

今年度は機構改革により新し
い組織となり、指導監査室に
おいて、法人監査及び運営指
導を計画的に行うことができ
た。

福祉政策課 設定者 課長 山脇 誠三郎



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

人としての尊厳をもって、地域や家庭のなかで、その人らしい自立した生活が送れるよう支えます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指
す姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

生活に困窮している市
民や生活に不安を抱え
ている市民が、安心し
て生活できるよう支援
する。

生活困窮者自立
支援制度や生活
保護制度等の適
切な運用

・生活保護に至る前の段階
での自立支援を図るととも
に、要保護者や被保護者に
対して最低限度の生活を保
障した上で自立助長を支援
する。
・エネルギー・食料品等の
物価高騰の負担感の大きい
低所得世帯への負担軽減。

・生活困窮者からの仕事や家計などの相談
に対しては、就労支援や家計管理支援など
を行う。
・被保護者に対しては、個々の能力や就労
阻害要因等を勘案し、支援プログラムに基
づく就労支援を行うなど、自立に向けた支
援を行う。
・住民税非課税世帯等の低所得世帯に対し、
「電力ガス食料品等価格高騰重点支援給付
金」の支給を行う。

・当年度の自立相談支援事業の相談件数
は、令和６年３月末実績で延べ３６４件。
うち６２件については関連機関による合
議体形式で毎月検討を行った。
・対象者の抱える課題や目標、各機関の
役割を明確化し、支援の経過と成果の評
価を行った結果、５８件において就労へ
の結実などにより、生活保護に至らず自
立を達成した。
・当年度の生活保護受給者就労支援事業
の実施状況は、令和６年３月末で支援対
象者が延べ９７名あり、うち３５名が再
就職を果たした。
・専従の就労支援員を中心として、世帯
を担当する職員（ケースワーカー）らが
対象者の選定及び集中支援をもって支援
対象者の稼働能力の活用を図った。当事
業に基づく働きかけの結果、１４件が就
労開始により基準の最低限度の生活費を
超える収入を得て生活保護廃止となった。
・令和５年６月１９日に通知書を発送。
令和５年７月１４日より令和５年１０月
２０日にかけて、延べ１８，７０７件に
対して給付金の支給を行った。

生活支援課 設定者 課長 中原 剛



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

人としての尊厳をもって、地域や家庭のなかで、その人らしい自立した生活が送られるよう支えます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

高齢者保健福祉施策の総合的
な推進と介護保険事業の基本
的な方針となる「岩国市高齢
者保健福祉計画」を策定しま
す。

高齢者保健福祉計画の策
定

前期計画の分析結果から見
出した地域課題を十分に反
映させた計画を作成するこ
とで、高齢者のためのより
よい福祉環境を目指す。

アンケート結果から分析、評価し、次
期計画の施策等を決めるため策定委員
会やパブリックコメントを実施する。

高齢者福祉のアンケート結果
の分析や取組の評価を行い、
第９期高齢者保健福祉計画策
定を推進した。策定に向けて
意見を求めるため計画策定委
員会やパブリックコメントを
実施した。

地域・関係機関・団体、サー
ビス提供事業者と連携を図り、
介護人材の確保・定着・育成
に一体的に取り組みます。

介護従事者の人材確保の
推進

介護従事者への支援や介護
について知ってもらうこと
で介護離れを抑制し、介護
サービスの充実につなげる
ことを目指す。

①新卒介護福祉士就職支援給付金給付
事業を実施し、対象となる新卒介護福
祉士に給付金を支給する。
②介護支援専門員就労促進・継続支援
給付金給付事業を実施し、対象となる
介護支援専門員に給付金を支給する。
③市内中学校等で介護に関する職業講
話を行う。

①新卒介護福祉士就職支援給
付金給付事業について会議等
で周知し、７件の実績があっ
た。
②介護支援専門員就労促進・
継続支援給付金給付事業につ
いて、会議等で周知し、就労
促進は５件、継続支援は２６
件の実績があった。
③介護職の職業講話を市内中
学校４校で実施し介護への理
解を図った。

高齢者が住み慣れた地域でい
きいきとした生活ができるよ
う、社会参加・生きがいづく
りの促進を図るとともに、安
心して生活できる環境整備づ
くりを推進していきます。

・緊急通報システム整備事業
・高齢者活き行きサポート事
業
・錦川清流線運賃助成事業
・柱島航路運賃助成事業

・住み慣れた地域で安心して
暮らし続けることができる体
制を整備する。
・移動手段が少ない高齢者に
対し外出する機会を増やす。

①令和４年度から携帯型の緊急通報シス
テムが選択可能となったことから、緊急
通報システムの利用者を増やす。
②移動困難な高齢者に対しタクシー利用
券を交付し、高齢者の外出を支援する。
③錦川清流線、柱島航路の利用に関して、
敬老優待乗車証を活用し、運賃の助成を
行うことにより、高齢者の外出を支援す
る。

①緊急通報システムの利用者
は７４３件となった。
②タクシー利用券を９，２３
０人に交付した。
③敬老優待乗車証による運賃
助成については、柱島航路が
１，０７４件、錦川清流線が
１４０件の申請があった。

高齢者支援課 設定者 課長 柏崎 太
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高齢者支援課 設定者 課長 柏崎 太

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

利用者に対して適切なサービ
スを確保しつつ、介護給付費
及び介護保険料を抑制してい
くことで、介護保険制度への
信頼を高め、持続可能な介護
保険制度の構築に取り組みま
す。

介護給付適正化事業 ・利用者に必要な介護サービ
スを提供する。
・不適正な給付を削減し、制
度への信頼を高める。
・介護給付費及び介護保険料
を抑制し、持続可能な制度と
する。

①要介護認定の適正化（居宅
介護支援事業所等、外部の事
業所に委託した認定調査票の
職員によるチェック）
②適切なケアマネジメントに
より介護サービスが提供され
るようケアプランの点検を行
う。
③縦覧点検及び医療情報との
突合を行い、介護給付の適正
化を図る。

①居宅介護支援事業所等の外部の
事業所に委託した認定調査につい
ては、職員を替えて点検を行い、
不明な点は調査員に照会すること
で要介護認定の適正化を図った。
②ケアプランの質の向上や適切な
ケアマネジメントに資するため、
７７件のケアプランの点検を行っ
た。
③山口県国民健康保険団体連合会
から提供されるデータを活用して
月ごとに請求内容の確認を行い、
誤りがあれば修正した。

地域包括ケアシステムの深
化・推進を図ります。

・地域介護予防活動支援事業
・生活支援体制整備事業
・保健事業と介護予防の一体
的実施

通いの場の参加者、高齢者ボ
ランティアの登録者を増やす
など、地域で活動する高齢者
を増やし、高齢者の健康で自
立した生活を維持する。

地域包括支援センターが介
護予防教室を開催し、通いの
場の立ち上げを支援する。
社会福祉協議会と連携し、地
域の支えあい活動を促進し、
ボランティアの活動を広げる。

通いの場、通いの場（タイプ
3）ともに、各２箇所が新規に
立ち上がった。
通いの場（タイプ３）は各圏
域で１箇所以上活動している。
高齢者生きがいボランティア
グループは新規に２団体立ち
上がり、１０１団体となった。

認知症の人やその家族が安心
して生活できるように支援し
ます。

認知症総合支援事業 地域での見守りや支えあいの
取り組みを増やし、認知症高
齢者やその家族が安心して暮
らせるようにする。

①チームオレンジの活動を広
げる。
②認知症カフェや家族会の活
動が開始、再開するよう支援
する。

①周東・玖珂で、市内２箇所
目のチームオレンジの活動が
開始された。錦で次年度の活
動開始に向けて準備している。
②認知症カフェは新規に２箇
所開設され、４団体が活動し
ている。
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

人としての尊厳をもって、地域や家庭のなかで、その人らしい自立した生活が送られるよう支えます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 福祉部長 中本 十三夫



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

人としての尊厳をもって、地域や家庭のなかで、その人らしい自立した生活が送られるよう支えます。

福祉部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 福祉部長 中本 十三夫

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

障害及び障害のある人に対す
る理解を促進し、共生社会の
実現を図る。

・社会活動への参加促進
・コミュニケーション支援
・障害理解のための啓発

・障害者等、その家族又は地
域住民による自発的な取り組
みを支援
・障害がある人の意思疎通を
支援する専門人材の育成
・発達障害者（児）に対する
適切な支援

・自発的な活動を実施する団
体への支援事業の継続
・専門講座終了者及び資格取
得者への奨励金の支給
・こども療育ガイドの発行

・自発的活動を実施する団体
への支援として２団体に助成
を行った。
・コミュニケーション支援を
推進する中、資格取得に向け
た奨励金の支給を６件行った。
（令和４年度 ０件）
・障害者週間にあわせて、１
２月９日～１１日に作品展及
び理解促進講演会を開催し、
作品展に３６６人、講演会に
１７０人の来場者があった。
・こども療育ガイドの発行を
行った。

障害者が自立した生活を送る
ことができる生活支援、就労
支援に取り組む。

・自立を希望する障害者への
支援
・障害児支援体制の充実
・障害者の就労訓練・就労定
着支援

・障害者の生活を地域全体で
支えるサービス体制の構築
・障害児への身近な場所での
通所支援
・障害者雇用率の向上

・地域生活支援拠点を活用し
た地域生活への移行・定着
・医療的ケア児、放課後デイ
サービス利用者への支援拡充
・障害者共同受注センター参
加事業所の工賃向上及び新規
発注元の開拓

・地域生活支援拠点を利用し
た者は延６人いたが、体験利
用にとどまり、地域生活への
移行までには至らなかった。
・放課後デイサービスについ
ては事業所も２か所増え利用
者への支援拡充が図られたが、
医療的ケア児へは職員の研修、
関係機関との情報交換会の実
施にとどまっている。
・共同受注センターへの参加
事業は２事業所増え１７事業
所となり就労施設の確保は進
んでいる。今年度の受注実績
は、目標額１，５００万円に
対し、１，７００万円を超え
る実績となったことで、目標
額を達成するとともに、賃金
水準の維持、向上が図られた。

障害者支援課 設定者 課長 津嶋 貴宏



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

こどもの最善の利益を第一に、こどもが自分らしく生きていけるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安心して妊娠・出産を迎える
ことができ、子供が健やかに
成長・発達できるための取り
組みを行う。

・妊娠・出産・育児
に関する正しい知識
の普及啓発
・子育てに関わる関
係機関や支援者等と
母子保健の現状を共
有し、連携した子育
て支援の実施

出産後３か月頃の満足度（３
か月時健診アンケートで「こ
の地域で、今後も子育てをし
ていきたいですか。」の問い
に「そう思う」と回答した保
護者の割合）の割合が高くな
る。

①妊産婦及び子育て家庭に対して、
教室や健診などの場、母子モなどに
よる情報発信により正しい知識の普
及啓発を図る。
②保育園・幼稚園等施設、地域子育
て支援センター、小児科等医療機関
等、子育てに関わる関係機関との連
携の維持、強化を図る。
③第３期岩国市子ども・子育て支援
事業計画に向けたニーズ調査、実態
調査の実施

①出産後３か月頃の満足度で「こ
の地域で今後も子育てをしていき
たいですか。」の問いに「そう思
う」「どちらかと言えばそう思
う」と回答した保護者の割合は令
和４年度は９８．５％、令和５年
１２月末では９８．３％と高い割
合を維持している。
②「母子モ♡いわくに」を活用し、
妊娠届の来所予約開始や情報発信、
知識の普及啓発を進めた。
③計画どおり調査等実施した。

子育て支援に向けた相談体制
の充実を図る。

子どもとその家庭を
中心とした包括的な
支援、相談体制の整
備・強化

こども家庭センターの周知を
図り、妊娠から出産、子育て
まで切れ目のない支援の充実
を図る。

①多様化、複雑化する相談支援につ
いて情報収集とともに、関係機関と
連携を密にし、更に迅速な問題解決
を図る。
②妊娠期から子育てまで一貫して相
談に応じ必要な支援につなぐ。
③支援が必要な子どもとその家庭へ
の支援計画の整備を行う。

①要保護児童対策地域協議会の実
務者会議や個別ケース会議におい
て、関係機関と連携し迅速な問題
解決に結びつけている。
②伴走型相談支援事業により妊娠
期、妊娠７か月、出産後に面談等
行い一貫した支援を行った。
③必要に応じ支援計画を作成し支
援を行った。

福祉医療費助成の適正化及び
こども医療費の継続助成を図
る。

福祉医療費助成及び
こども医療費助成の
適正な管理運営

・福祉医療費の誤請求の防止
を図る。
・こども医療費助成の継続に
努める。

①国保連合会からのデータを活用し
た縦覧点検及び医療費請求情報との
統合による点検

①レセプトを行う職員を配置し、
誤請求を防止した。
電子申請を一部開始し、市民サー
ビスの向上につながった。

こども家庭課 設定者 課長 多谷本 直美



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

こどもの最善の利益を第一に、こどもが自分らしく生きていけるよう、家庭や地域社会の環境を整えます。

福祉部（こども家庭担当）の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 こども家庭担当部長 宮井 まゆみ

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

多様化する保育ニーズに応え
る就学前施設の充実

・老朽化した公立保育園の再
整備
・子育て世帯に寄り添った
サービスの向上

・保育需要の高い地域の老朽
化した施設を再整備する事に
より保育環境が向上する。
・保育園等が担えるサービス
を充実させることにより、子
育て世帯の負担軽減や信頼性
が向上する。
・適切な定員設定を行う事に
より保育施設が安定的に確保
できる。

・ひがし保育園、えきまえ保
育園の建替え方針について太
陽の家の今後も含め策定する。
・おむつの自園処理を推進す
る。
・送迎バスの園児とじ込み防
止装置の整備
・保育園の定員数について弾
力的な見直しを進める。

・岩国市立保育園の整備実施
計画（第３次）を策定し、今
後の施設整備について方針を
示した。
・公立園については令和６年
度から全園でおむつの自園処
理を行う。私立園については
自園処理の実施のために必要
な物品の購入に対する補助を
実施した。
・安全装置を設置するため補
助制度を実施し、対象車両に
ついてはすべて設置された。
・令和５年度から、毎年度利
用定員の見直しを検討する機
会を設けることとした。

安心安全な放課後児童教室の
整備と質の高いサービスの提
供

・待機児童の解消のため場所
や支援員を確保すると共に、
保育内に工夫を加えこどもの
健全な育成を図る。

・保育場所を確保する事で放
課後保護者のいない時間帯を
こどもが安心して過ごせるよ
うになる。
・支援員の安定的な確保、安
心安全な保育環境と健全な遊
びの提供を行う事により保護
者も安心してこどもを預ける
ことができる。

・待機児童の解消に向け待機
が長期発生している教室につ
いて学校の協力を得つつ、新
教室建設、店舗等の賃貸等も
視野に入れ場所の確保を計画
的に行う。
・弾力的な支援員の運用が可
能で、保育に関し専門的なノ
ウハウを持った民間業者への
放課後児童教室の委託を推進
する。

・岩国放課後児童教室の待機
児童解消のため、小学校の近
隣で新たに教室を開設した。
・岩国放課後児童教室、平田
放課後児童教室及び玖西地区
の６放課後児童教室について、
民間委託による運営を開始し
た。

保育幼稚園課 設定者 課長 石井 寿浩



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の命と健康を守り、その暮らしを支え、市民が生きがいのある生活を送れるよう支援するという保健福祉行政の使命を常
に念頭に置き、市民目線で仕事をするとともに、持続可能な医療環境の確立を目指します。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 片塰 智惠

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民一人一人が生活習慣病予
防や心身の健康づくりに取り
組むことができるような環境
づくりを推進する。

健康づくり計画（中間評価）
の結果を市民に周知・啓発し
ながら、主体的に健康づくり
に取り組めるような環境づく
りを推進する。

市民の健康づくりのために目
指す方向性を地域部会や地区
組織などの関係機関で共有す
る。
・食育の推進
・身体活動、運動の推進
・地域とのつながり

地域部会や行政部会、地区組
織（食推・母推・協賛企業
等）と連携・協働しながら、
推進する。
ＳＮＳなどの媒体を活用し、
情報発信する。

地域部会や市民部会で健康づ
くり計画の目指す方向性を共
有し、健康づくりを推進した。
・夏期巡回ラジオ体操の開催
・地域部会や協賛企業と協働
した運動や食育の推進、健診
の受診勧奨
・健康セミナーの開催

市民一人一人が生活習慣病予
防や心身の健康づくりに取り
組むことができる。

がんの早期発見・早期治療や
疾病予防、健康づくりのため
に健（検）診が重要であるこ
とを啓発し受診勧奨を行うと
共に、受診後の保健指導の充
実を図る。

特定健康診査（Ｒ３ ３０．
２％）及びがん検診（Ｒ３
１０．５％参考）の受診率、
特定保健指導の実施率（Ｒ３
１９．１％）を前年度より上
げる。

健（検）診の受診の啓発を行
い受診率の向上を図ると共に、
特定保健指導の対象者が利用
しやすい環境づくりを行うこ
とで、生活習慣病予防の効果
を高める。

特定健康診査（国保いきいき
健診）の受診率３２．７％（R
４）、特定保健指導の実施率
２０．８％（R４）となり、い
ずれも前年度を上回った。
がん検診の平均受診率１０．
８％（R４）も前年度を上回っ
た。

感染症予防のための普及啓発
や予防接種を受けやすい環境
整備を図る。

新型コロナウイルスに関する
情報発信を行うと共に、ワク
チン接種の体制を整備する。

新型コロナワクチン接種を希
望する人が接種できる体制を
整備する。

・ホームページなどを通じて
適宜市民への情報発信を行う。
・医師会など関係機関と連携
しながら接種体制を整備する。

新型コロナワクチンの特例臨
時接種が令和６年３月末まで
延長されたが、医師会との連
携のもと接種体制を図り、円
滑に実施できた。

健康推進課 設定者 課長 岡﨑 由起



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の命と健康を守り、その暮らしを支え、市民が生きがいのある生活を送れるよう支援するという保健福祉行政の使命を常
に念頭に置き、市民目線で仕事をするとともに、持続可能な医療環境の確立を目指します。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 片塰 智惠

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安定した国民健康保険の運営 適正な保険料の賦課・徴
収

・所得状況に応じて、適正に
保険料を賦課するとともに、
現年度収納率の向上に努める。
・適正な予算執行に努め、安
定的な事業運営に取り組む。

・未申告者へ申告勧奨文書と申告用
紙を送付して申告状況の把握を行う。
・資格異動者への手続の勧奨を行う。
・保険料未納者への催告を効果的に
行い、適正な滞納処分を行う。

・定期的に、未申告者、資格
移動者へ手続き勧奨を行い、
適正な保険料の賦課に努めた。
・保険料未納者に対して、催
告を行いつつ状況把握に努め、
納付意思の希薄な滞納者に対
しては適正に滞納処分を行っ
た。

適正な保険給付 保険給付を必要とする被保険
者に対して適正な保険給付を
行う。

療養費の支給制度や申請手続きにつ
いて適切な説明や周知を行う。

パンフレットの配布やＨＰで
の周知を行った。

市民の健康増進への寄与と医
療費の適正化を図る

後発医薬品の利用推進 ・後発医薬品の利用に関する
理解が深まり、使用率の数量
シェア８０％以上の状況を維
持する。

・後発医薬品利用促進のための差額
通知や周知パンフレット・希望カー
ドに加えて、被保険者全員にシール
の配布を行う。
・薬剤医師会にも周知パンフレット
掲示等の協力を依頼し、利用促進を
図る。

薬剤師会の協力を仰ぎ、ジェ
ネリック医薬品の理解を深め
るための周知、普及活動を
行った。

保険事業の推進 糖尿病の重症化予防のため、
糖尿病性腎症重症化予防事業
の保健指導参加者の腎症の病
期を維持する。

糖尿病未治療者や治療中断者等で事
業参加者に対して、保健指導を実施
する。

特定検診等で指導対象となっ
た人に積極的に働きかけ、保
身指導実施率を向上させた。

保険年金課 設定者 課長 山田 博之



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の命と健康を守り、その暮らしを支え、市民が生きがいのある生活を送れるよう支援するという保健福祉行政の使命を常
に念頭に置き、市民目線で仕事をするとともに、持続可能な医療環境の確立を目指します。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 片塰 智惠

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の満足度を高める業務の
遂行を目指す

効率的な業務の推進 業務改善を推進し、職員の能
力向上を図ることで、効率的
な業務が行えることを目指す。

組織内の所掌事務の見直しに取り組
み、職員の業務に関する研修への参
加を促す。

・所掌事務を見直して効率化
を進め、職員の負担軽減が図
られた。
・担当業務の知識を習得する
め、各種研修に参加。

保険年金課 設定者 課長 山田 博之



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の命と健康を守り、その暮らしを支え、市民が生きがいのある生活を送れるよう支援するという保健福祉行政の使命を常
に念頭に置き、市民目線で仕事をするとともに、持続可能な医療環境の確立を目指します。

健康医療部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 健康医療部長 片塰 智惠

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市内医療機関等に勤務する医
師や医療スタッフを増やす。

市内医療機関の医療スタッ
フの確保対策の推進

市内医療機関に勤務する医療ス
タッフの増加

医師確保の有効な手段の検討
のため、関係機関との意見交
換等を行い、確保対策を推進
する。

やまぐち地域医療セミナーを
実施し、Ｒ６年度から周産期
医療体制確保事業を実施する
準備を行った。

医療スタッフの確保対策事
業の実施

将来、市内医療機関に従事する医
師・看護師の確保

・研修医受入支援事業の実施
・看護学生修学資金貸付事業
の実施

研修医受入支援事業・看護学
生修学資金貸付事業を実施し
た。

玖北地域に将来にわたって持
続できる医療提供体制を構築
する。

持続可能な医療提供体制の
検討

玖北地域において、持続可能な医
療提供体制を構築する。

・病院事業との協議の継続
・病院経営強化プランの作成
及び実施

岩国市公立病院病院経営強化
プランを策定した。

市立病院の医療スタッフの
確保対策

市立病院の医療スタッフを確保す
る。

医療スタッフの公募を行うと
ともに、新たな確保対策の実
施

公募および紹介事業により、
募集を行った。

美和病院建設事業の推進 新病院の建設 建築工事の着手 建物本体工事・医師住宅・職
員宿舎建設工事に着手してい
る。

救急医療の堅持と適正受診の
推進

岩国市救急医療対策協議
会・専門部会の開催

関係機関において、本市の救急医
療についての情報共有を行い、施
策の方針を確認する。

専門部会を開催し、状況の把
握を行うとともに今後の方針
を確認する。

専門部会を開催した。

救急医療機関への運営支援 本市の救急医療提供体制を確保す
る。

救急医療機関への運営支援を
行うことにより、本市の救急
医療体制を継続する。

救急医療機関へ運営支援及び
感染症対策医療材料備蓄事業
などを行った。

救急医療適正受診の啓発 救急医療の崩壊を防ぐため、軽症
者のコンビニ受診を抑制する。

様々な媒体を利用して啓発を
行う。

様々な媒体を活用し、救急医
療適正受診の啓発を行った。

地域医療課 設定者 課長 大畠 辰巳



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

岩国の魅力を高めて「選ばれるまち」となるため、効果的な情報発信を行いながら、既存産業の振興や創業の支援と国内外の
人々を誘う観光のまちづくりを進め、地域経済の活性化を図ります。

産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 加納 芳史

課の使命又は目指す
姿

【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

製造業等の企業誘致、設備
投資に加え、情報・通信産
業等を営む企業やサテライ
トオフィスの誘致を推進す
る。

・事業所等設置奨励金及び
雇用奨励金事業
・ＩＴ・コンテンツ産業等
オフィス誘致推進事業
・サテライトオフィス等活
用促進事業（サテライトオ
フィス誘致支援）

・地域経済の活性化や雇用機
会の拡大に寄与する幅広い企
業誘致を推進する。
・ＩＴ企業やサテライトオ
フィス等を誘致し、新たな雇
用やイノベーションを創出す
る。

・事業所の新設、増設に対する
支援
・ＩＴコンテンツ産業やサテラ
イトオフィスの開設経費等に対
する支援
・地方へ進出意欲のある企業に
対する誘致に向けた取組

・事業所を新設、増設した３社の企
業に対して支援
・IT・コンテンツ産業等による３社
の進出企業に対して支援。
・進出検討企業とｗｅｂ面談等を実
施し、３社の進出決定に繋がった。

起業、創業を促進する。 ・しごと支援型地域活性化
事業
・創業支援事業

創業者や創業希望者に適した
一体的な支援を行い、起業、
創業を促進する。

・シェアオフィスやコワーキン
グスペースの提供
・創業に必要なセミナーや個別
相談など伴走型の支援
・創業に必要な改装費などの支
援

・シェアオフィスは７区画のうち６
区画入居。コワーキングスペースも
多数の人が活用した。
・Ｃｉａｓｓ－Ｂｉｚにてイベント
セミナーや個別相談会を実施し１９
人が創業した。
・改装費などに対する補助金を活用
して１２人が創業した。

若者や就職希望者の就業を
促進する。

・若者就職支援事業
・市内企業情報発信事業
・サテライトオフィス等活
用促進事業（テレワーク人
材育成）

若者就職支援イベントの実施
や市内事業所の紹介、テレ
ワークの育成などにより、市
内就業を促進する。

・若者に向けたセミナーやイベ
ント、合同就職フェア開催
・市内企業の情報を冊子やホー
ムページにより発信
・テレワーカー育成のためのｅ
ラーニングや研修、就業サポー
トの実施

・合同就職フェアを開催し、企業４
６社、６７人の学生や求職者が参加
した。
・市内企業の情報発信として、前年
度より多い９８社を掲載した。
・テレワーカー育成のためのｅラー
ニングにより、５人が就労した。

中心市街地のにぎわいを創
出する。

・まちなか再生事業
・まちづくりアドバイザー
活用事業

多様な主体によるまちづくり
活動を促進し、中心市街地の
活性化を図る。

・事業者に対する店舗改修等に
要する費用の支援
・地域住民等による共通の将来
像実現に向けたまちづくり活動
の支援

・まちなか再生事業については、３
０件活用があり魅力ある店舗づくり
に繋がった。
・まちづくり会社、商店街及び再開
発事業者で連携したまちづくりを推
進する協定を締結した。

商工振興課 設定者 課長 藤村 聡明



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

岩国の魅力を高めて「選ばれるまち」となるため、効果的な情報発信を行いながら、既存産業の振興や創業の支援と国内外の
人々を誘う観光のまちづくりを進め、地域経済の活性化を図ります。

産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 加納 芳史

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

観光交流人口の拡大 「錦帯橋のう飼」の保
存・継承

「錦帯橋のう飼」の保存・継
承について今後の方向性を検
討し、方針の素案を決定を目
指す。

う飼遊覧を実施している岩国市
観光協会と協議連携し、他市の
う飼を調査研究するとともに、
「錦帯橋のう飼」についての方
向性を協議検討する。

岩国市観光協会と連携し、岐阜市、
犬山市など他市のう飼状況を調査し
たことにより、本市の課題を把握で
きた。今後、岩国市観光協会と来年
度以降において今後の方針等を具体
的に検討し決定する。

観光情報の発信 効果的な情報発信の充
実

フェイスブックとインスタグ
ラムのフォロワー数を合計で
７００以上の増加を目指す。

委託事業者と連携し、効果的な
記事を掲載すると共に、各種イ
ベント等で周知を行うことによ
り、フォロワー数の増加を図る。

フェイスブック 約８００増
インスタグラム 約１，０００増
フェイスブック、インスタグラム共
に目標を大きく上回った。
民間事業者と連携した情報発信によ
る成果となった。

観光・交流施設等の整備推進 ・観光施設の整備
・観光駐車場の整備

・観光トイレの整備を目指す。
・観光大型バスや普通乗用車
用の観光駐車場の整備を目指
す。

・観光トイレの基本設計を行う。
・観光駐車場の造成工事及び観
光駐車場予定地における地権者
との用地交渉を行う。

・錦帯橋ビジターセンター整備の休
止に伴い、観光トイレの基本設計も
休止となった。
・観光駐車場の造成工事や観光駐車
場予定地の用地交渉は継続して進め
ることができた。

空港の利用促進 空港利活用の促進 羽田線・沖縄線での搭乗率を
令和元年度と同等までの回復
を目指す。

岩国錦帯橋空港利用促進協議会
や岩国錦帯橋空港支援協議会な
どの関係団体と連携を図り、利
活用について効果的なＰＲを実
施する。

羽田線搭乗率 約６２％
沖縄線搭乗率 約６９％
羽田線では、令和元年度と同等まで
は至っていないが、沖縄線について
は、令和元年度の５８%を大きく上
回り、効果的なＰＲにより成果につ
なげることができた。

観光振興課 設定者 課長 山本 隆



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

岩国の魅力を高めて「選ばれるまち」となるため、効果的な情報発信を行いながら、既存産業の振興や創業の支援と国内外の
人々を誘う観光のまちづくりを進め、地域経済の活性化を図ります。

産業振興部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 産業振興部長 加納 芳史

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す
状況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

シティプロモーションを戦略
的に推進し、交流人口・関係
人口の拡大を図る。

市の魅力ＰＲ事業 本市の地域資源、独自
の施策やサービス等を
市内外へ効果的にＰＲ
し、本市への関心が高
まる。

①まちの魅力一元サイトを構築すると
ともに、テレビやＳＮＳ等の媒体、Ａ
Ｒなどの先進技術も活用しながら、市
の魅力を発信する。
②広いエリアで訴求性の高いイベント、
プロモーションや交通広告等を実施す
る。
③市の魅力を体感していただくため、
中山間地域のワーケーション施設の活
用を図る。

①住まいや暮らし、子育て、仕事な
ど、必要な情報が集約された、まち
の魅力一元サイトを構築した。
②市内外でのイベント開催や、テレ
ビメディアやSNS等を活用して、プ
ロモーションを実施した。
③市内外の企業へ訪問し、中山間地
域のワーケーション施設の周知を
図った。

商品・サービス等の地域ブラ
ンド化を推進し、岩国ブラン
ドの認知度の向上を図る。

地域ブランド推進事業 ①高付加価値化や販路
の拡大を支援し、購入
したいと思える商品や
サービス等を増やす。
②岩国ブランドの魅力
が全国で認知されて、
特産品の購買力が向上
し、地域産業が活性化
される。

①お土産統一ブランド「つまんでちょ
んまげ」の商品改良、新商品開発や販
路拡大等を支援し、首都圏を中心にイ
ベント出展を行う。
②特産品の地域ブランドとしての価値
が適正に評価される市場・販路を開拓
する取組を支援する。
③魅力ある返礼品の創出を支援して、
ふるさと納税を促進する。

①商品開発を支援し、地域ブランド
化の推進を図るとともに、市内外で
イベント販売を実施した。
②ANA産直空輸を活用して、首都圏
で、特産品のイベント販売を実施し
た。
③返礼品の開発支援や、取扱サイト
を増やすなどして、ふるさと納税の
促進を図った。

地域、関係機関、団体等と連
携を図り、移住・定住施策に
一体的に取り組む。

移住・定住促進事業 効果的な情報発信、体
験施設の整備、相談・
受入体制の充実化を図
り、移住・定住を促進
する。

①首都圏を中心とした移住・定住フェ
アに参加するとともにセミナーを開催
する。
②空き家情報登録制度の推進、空き家
修繕費等助成制度の周知、ＩＪＵ（移
住）応援団の設置を促進する。
③市の魅力を体感していただくため、
いわくに暮らしお試し住宅の活用を図
る。

①東京や大阪で開催された移住フェ
ア等に参加し、移住の促進に取り組
んだ。
②空き家登録制度の充実化に向け、
意見交流会を実施した。
③市のホームページやSNS等を活用
して情報発信を行い、施設の周知や
利用促進を図った。

シティプロモーション課 設定者 課長 光井 国康



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

活力あふれる農山漁村づくりに向けて、地域の特性を活かした持続的で安定した農林水産業を推進します。また、安心・安全
な農林水産物の提供に向けて、市場経営の合理化及び活性化を図ります。

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状
況

主な取組の内容 主な取組の達成状況

収益を向上させる意欲ある農
林業者の割合を増やす。

就農開始直後の経営安定を
図る農業次世代人材投資事
業

認定新規就農者を毎年確
保する。

・就農相談（随時）
・就農計画の策定を支援
（随時）
・就農認定後に給付金を
交付（原則年２回）

・就農相談（随時）、就農相談会開催（１
回）、県ガイダンス参加（２回）ほか
・認定新規就農者 新たに１名認定
・次世代人材投資資金 ２名

収益を向上させる意欲ある農
林業者の割合を増やす。

・ブランド牛産地づくり事
業
・市有牛貸付制度

ブランド牛となる市有牛
の飼育（貸付）頭数を１
３０頭にする。

・優良子牛保留支援（随
時）
・市内産優良子牛導入支
援（随時）

・優良子牛の保留に向けた支援を実施した。
・ブランド牛導入補助

３月末時点 ５６頭

収益を向上させる意欲ある農
林業者の割合を増やす。

林業担い手育成支援事業 森林組合等の林業経営体
への雇用を毎年確保する。

・森林環境譲与税を活用
した新規就業者用の物品、
講習等費用の補助を行う
（随時）
・国、県の研修参加者確
保に取り組む。

・９月に岩国地域農林水産業就業・移住相
談会を開催し、林業事業体２社が参加し、
相談を受けた。
・林業経営体が新規就業者の確保、育成に
必要となる林業用物品の購入費用、講習等
費用の一部に対し、３名分の補助金を交付
した。

収益を向上させる意欲ある農
林業者の割合を増やす。

・獣害防止対策事業
・有害鳥獣捕獲事業

被害を減少させるため、
進入防止柵の設置などの
「被害防除」、捕獲によ
る「個体数管理」等の対
策を推進する。

・防護柵設置支援（随
時）
・猟友会等による捕獲業
務支援（随時）
・被害防止対策の周知
（随時）

１２８件の鳥獣害防止対策事業補助金を交
付（３月末時点）し、総計２３，７０８m
の被害防止柵を設置した。捕獲数は、イノ
シシ・アナグマ・クマについて大幅に増加
した。さらに個体数管理のため、各種箱わ
なを管内配備するとともに、サル用大型捕
獲檻も３基設置し、管理体制を強化した。

農林振興課 設定者 課長 若林 敏彦



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

活力あふれる農山漁村づくりに向けて、地域の特性を活かした持続的で安定した農林水産業を推進します。また、安心・安全
な農林水産物の提供に向けて、市場経営の合理化及び活性化を図ります。

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農山村の生活環境の向上と、
農地・森林等の基盤整備及び
環境保全を進めることで、経
営意欲の高い担い手を育て、
持続可能な農林業の環境を整
える。

農山村生活環境施設の整備・
保全

農村生産基盤の整備と併せて
生活環境を充実させる。

農業農村整備事業及び特定防
衛施設周辺整備調整交付金を
活用し、農山村生活基盤の整
備・保全を行う。

後迫水路整備事業の工事に着
手し、新規県営中山間地域総
合整備事業の調整を行う等、
農山村生活基盤の整備・保全
について年次目標を達成でき
た。

農山村の生活環境の向上と、
農地・森林等の基盤整備及び
環境保全を進めることで、経
営意欲の高い担い手を育て、
持続可能な農林業の環境を整
える。

多面的機能支払事業による農
山村環境の整備・保全

・地域資源である農地・水路
及び農道の維持と資源向上を
行う。
・共同活動を推進する。

多面的機能支払（農地維持支
払・資源向上支払）交付金に
よる集落ぐるみの共同活動を
支援する。

活動組織数は３２組織と増減
はなかったが、取組面積が若
干減少している状況であり、
今後も新規活動組織の参加を
促せるよう支援をしていく。

農山村の生活環境の向上と、
農地・森林等の基盤整備及び
環境保全を進めることで、経
営意欲の高い担い手を育て、
持続可能な農林業の環境を整
える。

林道開設・改良・保全事業に
よる森林基盤整備・保全

林道の開設及び改良による林
道密度の向上を図る。

農山村地域の振興や生活環境
の改善、効率的な林業経営及
び森林の適切な管理のための
林道開設・改良及び保全を行
う。

県施行林道開設事業による林
道密度の向上に併せ、森林環
境譲与税を活用し既存林道の
舗装改良や保全整備を行い年
次目標を達成できた。

農林整備課 設定者 課長 佐伯 史公



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

活力あふれる農山漁村づくりに向けて、地域の特性を活かした持続的で安定した農林水産業を推進します。また、安心・安全
な農林水産物の提供に向けて、市場経営の合理化及び活性化を図ります。

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

水産業の経営支援と育成をす
る。

・稚魚等放流事業
・離島漁業再生支援事業

①各種有用稚魚を放流し栽培
漁業を推進させ、水産資源を
管理する。
②離島漁業集落が行う漁業生
産活動を活性化させる。

①漁業者と協力して、放流量
や場所等を調整し計画的に実
施する。
②離島漁業再生支援交付金を
支給して支援する。

①各漁業協同組合と調整して、
有用魚種の稚魚を計画的に放
流できた。
②交付金を活用した漁業集落
による活動が活発に行われ、
漁業の活性化・振興が図られ
た。

漁村の生産環境の向上と生産
基盤の整備をする。

・由宇漁港水産物供給基盤機
能保全事業
・端島漁港水産物供給基盤機
能保全事業

①老朽化が進んでいる漁港施
設用地護岸を改修し、漁港施
設の安全性、漁業活動の利便
性と長寿命化の向上を図る。
②端島漁港の老朽化した物揚
げ場護岸を整備し、漁業者の
安心・安全な施設利用を図る。

①水産物供給基盤機能保全事
業補助金により実施する。
②水産物供給基盤機能保全事
業補助金により実施する。

①補助金により継続事業とし
て実施し、本年度で事業が完
了した。
②補助金により継続事業とし
て整備中であるが、令和５年
度施工分は、令和６年度に一
部繰り越し現在施工中である。

自然環境の保全と管理をする。 ・有害鳥獣被害防除事業
・水産多面的機能発揮事業

①食害被害を防ぐため、追払
い及び駆除を行い羽数の適正
化を図る。
②漁業者による藻場・干潟や
漁場等の保全活動により、水
辺の多面的機能を、将来にわ
たり持続的に発揮させる。

①関係漁業へ委託し実施する。
②水産多面的機能発揮事業費
補助金を活動グループに支給
する支援を行う。

①関係漁協に委託し実施した
が、羽数の適正化には至って
いない。
②活動グループと意思疎通を
図りながら支援し、漁業者等
による干潟の保全活動により
機能を維持できた。

水産港湾課 設定者 課長 下岡 新治



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

活力あふれる農山漁村づくりに向けて、地域の特性を活かした持続的で安定した農林水産業を推進します。また、安心・安全
な農林水産物の提供に向けて、市場経営の合理化及び活性化を図ります。

農林水産部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 農林水産部長 藏田 敦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民の食生活の安定及び向上
に資するため、市場の適正か
つ健全な運営を確保する。

経営戦略の推進 市場事業を将来にわたり安
定的に継続させるため、令
和３年３月に策定した経営
戦略を推進し、経営基盤の
強化と財政マネジメントの
向上に資する。

空き店舗、空き施設の解消
を目指し市ホームページ等
に掲載し募集を図る。

空き施設へ１業者が入場。
これにより１，３９７千円／年の使用料
増加が見込まれる。

地産地消を推進し、地場野菜
の市場供給率を向上させる。

農産組織を育成・支援
する。

農業振興及び市場出荷に寄
与する農産組織を支援する
ことにより、地場野菜の市
場出荷を促進する。

栽培研究や出荷資材等に要
する経費の一部を補助し、
市場出荷する農産組織の育
成、支援を行う。

出荷資材補助の他、栽培研究費等の有効
活用について助言を行い、農業振興及び
市場出荷を支援した。

地場野菜の消費拡大を
図る。

生産から流通、販売、消費
に至るまでの体制を強化し
地場野菜の消費拡大を図る。

・関係諸団体と連携した販
売促進活動を実施する。
・料理講習会や主催・共催
イベント等を通じ、地場野
菜をＰＲする。

岩国れんこんの販売促進活動を各種イベ
ントで９回実施。うち、産直空輸を利用
し、関東圏での販売促進を４回実施。
・岩国れんこん掘り取り体験を３回実施。
（一般消費者、小学校、幼稚園）
・料理教室を５回実施し、地場野菜、地
場水産物のＰＲ、消費拡大を図った。

地場野菜の販路拡大を
図る。

市場における多様な出荷、
販売経路を利用し、地場野
菜の市場出荷の安定及び増
加を図る。

・市場内にある岩国学校給
食センターへの食材納入体
制を強化し、関係機関の情
報共有による地場野菜の確
実な納入及び納入量の増加
を図る。
・広島広域都市圏事業の中
で、地場野菜の販路拡大を
模索する。

・月に１度、学校給食納入会議を開催。
・学校栄養士を対象にした産地交流会を
１回実施。

流通課 設定者 課長 荒川 大五



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を構築するため、必要な施設の整備や施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

楠中津線などの幹線道路の整
備に努める。

楠中津線等幹線道路整備事
業

楠中津線の第１工区の延長７９
０ｍについて、令和８年度の完
成を目指す。

楠中津線（第１工区、Ｌ＝７
９０ｍ）の工事を進める。

令和３年度に工事着手後、年
度計画に沿って事業展開して
おり、令和５年度工事につい
ても、順次工事に着手するな
ど、計画どおり進捗している。

主に生活道路として利用され
る市道の整備を進める。

市道（生活道路）整備改良
事業

市道の改良率を毎年０．１％
（約１．５㎞）向上させる。

狭あいな市道を４ｍ以上に拡
幅改良する。また、民間の開
発行為を適切に指導し、良好
な市道を構築する。

地権者の協力を得て適切な用
地交渉を実施し拡幅改良を実
施した。また、民間の開発行
為による帰属や県道降格を受
け、改良済延長が増加したこ
ともあり、目標値を達成した。
令和４年度 ５８．９７％
令和５年度 ５９．１４％
(４，３００m増)

通学路危険箇所の安全対策を
実施する。

交通安全施設整備事業 通学路合同パトロールの要望箇
所を１０箇所実施する。

通学路の改善要望箇所につい
て、地域の実情を踏まえた効
率的、効果的な安全対策を実
施する。

合同パトロールにおける改善
要望箇所１５か所のうち、１
０件について対策が完了して
おり、歩道要望２箇所につい
ても設計に着手した。

橋りょう等の安全性と利便性
を向上させるために長寿命化
及び耐震補強を実施する。

橋りょうの長寿命化事業及
び耐震補強事業

橋りょうの点検結果に基づき、
修繕・補強を１０橋実施する。

長寿命化修繕計画等に沿って、
緊急性、重要性の高い橋りょ
うから長寿命化事業及び耐震
補強事業を実施する。

橋の重要度、損傷の程度など
を考慮し、優先順位の高い橋
梁から計画性をもって修繕を
進めており、目標値を達成し
ている。
完成件数
令和４年度 １４橋
令和５年度 ２４橋

道路課 設定者 課長 坂本 剛



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を構築するため、必要な施設の整備や施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

土砂災害防止に向けた対策の
推進と啓発活動

土砂災害警戒区域等の周知
と急傾斜地崩壊対策事業の
推進

・市民への警戒区域の周知
・対策事業に関する事前説明
会
・対策事業の推進

・ホームページや広報による情
報提供の継続
・個別説明会の開催
・小規模急傾斜地崩壊対策事業
等の推進
・急傾斜地崩壊対策における新
制度の創設

・ホームページや広報による
情報提供の実施
・個別説明会の実施
・小規模急傾斜地崩壊対策事
業等の推進及び実施
・急傾斜地崩壊対策における
新制度の創設を検討中

雨水排水路の整備 雨水排水等排水路整備によ
る浸水対策

・排水路の計画的改修
・浸水常習地区の対策

・牛野谷地区、愛宕地区、楠地
区、楠・中津地区、多田地区及
び錦見地区の排水路整備
・横山地区及び南岩国町一丁目
地区の浸水対策策定

・楠地区、楠・中津地区、多
田地区排水路整備完成
・牛野谷地区、愛宕地区、錦
見地区の排水路整備継続中
・横山地区及び南岩国町一丁
目地区の浸水対策策定継続中

浸水被害軽減のための浚渫や
河川改修

浸水被害を防ぐための排水
対策事業の推進

準用、普通河川の能力不足の
解消

・緊急浚渫推進事業の推進
・緊急自然災害防止対策事業の
推進
・河川改修の計画的実施
・過年災害復旧工事の早期完成

・緊急浚渫推進事業を計画的
に実施中
・緊急自然災害防止対策事業
を計画的に実施中
・河川改修を計画的に実施中
・過年災害復旧工事は早期完
成済

河川課 設定者 課長 土井 浩義



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を構築するため、必要な施設の整備や施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

効率的な汚水処理構想を構築
し、下水道普及率の向上と下
水道施設の適切な維持管理を
目指します。

・効率的な汚水処理構想を構
築する。
・計画的な工事発注に努める。
・工事及び維持管理は安全を
第一に行う。

下水道処理人口の処理率を年
間０．５％向上させる。

・家屋の密集地又は人口密集
地域から優先して工事発注す
る。
・工事の施工は、施工計画を
充実させて安全を第一に行う。

下水道処理人口の処理率0.5％
の向上は概ね達成出来き、工
事も施工計画を充実させて事
故なく施工しました。

経費削減に努め、下水道事業
の健全な経営を目指します。

・適正な事務処理を行う。
・適切な予算編成と適切な会
計処理を行う。

監査からの指摘がないように
する。

担当者任せにせず、承認者全
員がチェックする。

監査からの指摘もなく適正に
事務処理を行っています。

下水道使用料の収納率の向上
と不納欠損額の減額を目指し
ます。

・上下水道料金徴収一元化に
伴う円滑な徴収事務に努める。
・滞納整理を行う。

・収納率を前年度より上げる。
・上下水道料金の同時徴収の
状況を見ながら滞納整理を行
う。

・水道局職員と調整を図りな
がら利用者の理解が得られる
よう説得する。
・電話での催告を行う。
・納付誓約をとる。
・差押えを実施する。

・収納状況は平年並みとなっ
ています。
・滞納整理は計画的に行って
います。

下水道課 設定者 課長 瀬戸 正義



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

安心・安全な日常生活が送れる生活環境を構築するため、必要な施設の整備や施設の適切な維持管理に取り組みます。

建設部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 建設部長 村重 総一

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

下水道施設の維持管理とス
トック・マネジメント計画を
基にした改築の推進を図る。

ストック・マネジメント計画
の改築事業計画に沿った事業
の実施

改築を推進することによって、
ライフサイクルコストの縮減
を図る。

社会資本総合整備計画に沿っ
た事業の進捗管理

ストック・マネジメント計画
の改築計画に沿って整備を進
めることができた。

装束・川下・横山地区のポン
プ場整備を計画的に進める。

土木・建築・機械・電気等各
工事の進捗状況を把握し計画
的に工事を進める。

装束・令和５年度、川下・令
和１２年度、横山・令和１１
年度完成を目指している。

それぞれのポンプ場の完成目
標に沿った年次計画を基に事
業の進捗管理

装束地区において、ポンプ場
場内整備工事が関係機関との
調整により翌年度に繰り越す
こととなったが、川下・横山
地区においては、年次計画ど
おり順調に整備を進めること
ができた。

雨水ポンプ場施設の維持管
理・改築・修繕を行い、施設
の最適化を図る。

緊急自然災害防止対策事業を
活用し計画されたポンプ場の
修繕、改築を進める。

平田ポンプ場・令和５年度、
小瀬ポンプ場・令和６年度、
小舛ポンプ場・令和７年度の
完成を目指している。

それぞれのポンプ場の完成目
標に沿った年次計画を基に事
業の進捗管理

平田ポンプ場については、計
画どおり整備が完了し、小瀬
ポンプ場については、予定ど
おり事業に着手できた。また、
小舛ポンプ場については、事
業予算の計上を行った。

都市排水施設課 設定者 課長 長津 信之



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる未来都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

幹線道路の事業進捗率を増加
させる。

岩国大竹道路及び藤生
長野バイパスの幹線道
路の早期整備促進

岩国大竹道路及び藤生長野バ
イパスの早期完成に向け、国
の幹線道路整備予算が計上さ
れ事業進捗がみられる。

・早期整備等に向け、国土交
通省等の関係機関に要望を行
う。
・事業の進捗に向け、随時行
われる各種調査・協議等につ
いて、県等の関係機関とも連
携のうえ、適切に対応する。

・早期整備に向け、国土交通省等の
関係機関への要望活動を実施した。
・岩国・大竹道路は、室の木ＩＣ、
（仮称）岩国トンネルの工事等が進
捗しており、藤生長野バイパスにつ
いては、令和６年１月から用地買収
を行っている。

地域特性を活かしたまちづく
り計画を作成する。

土地区画整理事業見直
し計画策定事業

・西岩国駅前については、ま
ちづくり協議会を設立し、土
地区画整理事業に代わるまち
づくり計画を住民とともに策
定する。
・南岩国駅前については、都
市構造再編集中支援事業を実
施し、土地区画整理事業に代
わるまちづくりを推進する。

・西岩国駅前については、ま
ちづくり協議会の設立と、協
議会におけるまちづくり計画
の策定を支援する。
・南岩国駅前については、ま
ちづくり整備計画を策定し、
整備計画に基づく具体的な事
業スケジュールを検討する。

・西岩国駅前については、協議会を
設立し、計画の策定に向けて活動を
進めた。
・南岩国駅前については、整備計画
の策定や、土地区画整理事業の廃止
等を行うと共に、都市構造再編集中
支援事業の実施に必要な事業計画の
取りまとめを行った。

予測される都市構造の変化に
対応したまちづくりの計画を
行う。

予測される都市構造の
変化に対応した都市計
画の推進を行う。

計画決定当時から社会情勢が
大きく変化する中、関係機関
と連携し、都市計画の見直し
の必要性等を検討し、また、
立地適正化計画を推進し、持
続可能なまちづくりを推進す
る。

・都市計画決定の変更・廃止
等の手続きについて市及び県
の関係機関等と連携のうえ、
適切な時期に実施できるよう
調整を行う。
・立地適正化計画を推進する
ため、防災指針の策定を踏ま
えた計画の改定を関係機関と
の協議・調整のうえ進めてい
く。

・関係機関との協議・調整を図り、
適切な期間内に都市計画道路・区画
整理事業・下水道の都市計画変更を
完了した。
・立地適正化計画を推進するため、
防災指針の策定を含む計画改定に向
け、協議会での審議を重ね、現状や
課題についての整理を行い、来年度
の改定・公表に向けて作業を進めた。

都市計画課 設定者 課長 長谷 倫孝



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる未来都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

良好な景観の形成に向けた景
観街づくりを推進する。

景観形成事業補助金の活用
推進

歴史的建築物やまちなみを保全
するとともに、周囲の歴史的な
まちなみと調和した建築物が建
てられ、良好な景観を目指す。

修繕対象物件所有者の理解を
深めて、横山・岩国重点地区
の修景・修繕助成を１２件以
上行う。

横山・岩国重点地区内の住民
に対し、６月１日号市報と同
時に補助制度の案内パンフ
レットを全戸配布し、目標を
上回る修景・修繕助成１８件
を行うことができた。

山口県屋外広告物条例に基づ
いた屋外広告物の設置を推進
する。

市の独自条例制定に向けた
取組の推進

良好な景観を形成し、風致を維
持するとともに、公衆に対する
危害を防止することを目指す。

年２回程度、路線を決めて屋
外広告物の掲出状況を確認し、
違反物件の把握に努めるため
パトロールを実施する。

今年度も年２回、路線を決め
て違反パトロールを実施する
ことができた。

歴史的建物と周辺の市街地が
一体となって形成してきた良
好な市街地環境の維持・向上
を推進する。

歴史的風致維持向上計画策
定

拠点施設の整備、まちなみ整備
歴史的活動の継続などに対する
取組みにより、まちなみ全体の
歴史的風致の維持・向上を目指
す。

歴史的なまちなみと一体と
なって風情情緒たたずまいの
ある良好な市街地の環境を向
上させ、後世に継承していく
ため計画を策定する。

計画策定に向け協議体制を確
立し、複数回に及ぶ協議を実
施。パブリックコメントも行
い、令和６年度に国からの認
定により、計画策定が完了す
る見通し。

城下町地区における官民協働
によるまちづくりを推進する。

「城下町地区グランドデザ
イン」の推進

グランドデザインに基づく推進
体制により、官民協働のまちづ
くりの推進を目指す。

まちづくりへの取り組みが円
滑に進むように、地域との意
見交換会や庁内プロジェクト
チーム会議等を随時実施する。

地域との意見交換会や庁内プ
ロジェクトチーム会議を実施
し、官民協働によるまちづく
りの推進を行った。

景観整備課 設定者 課長 片野 光一



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる未来都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

公園緑地の整備等を推進 岩国市みどりの基本計画に基
づいた公園緑地の保全及び緑
化の推進

市民ニーズを把握し、人々が
集い安らぎのある公園緑地の
整備を目指す。

公園内の芝生化や樹木管理な
ど、みどりを守り育てる体制
づくりの活動支援や情報発信

新港町街区公園の芝生化を始
め、花の苗支援事業を１０公
園で実施。また本郷・美和・
玖珂地域を対象とした桜保全
活動や宇佐川小学校での桜講
座を実施した。

街区公園の整備等を推進 岩国市都市公園施設長寿命化
計画に基づいた効率的な整備、
維持管理の推進

市民ニーズを把握し、誰もが
安心・安全に利用できる公園
整備を目指す。

老朽化した公園施設の更新や
トイレのバリアフリー化の実
施

公園施設の更新工事として、
５か所の公園にて実施。また、
１か所の公園トイレのバリア
フリー化を行った。

市民協働による街区公園等の
維持管理の推進

まちづくり協議会や市民団体
との意見交換を踏まえ、持続
的な活動を進める。

公園の清掃奉仕活動や緑化・
芝生化の推進活動への支援

清掃活動や緑化活動に必要な
資材・器具の配布または貸し
出し。

清掃活動への支援として、
「清掃器具の配布」や「ごみ
の収集対応」のほか、自治会
からの要望に対し、「自走式
芝刈機の貸出し」を26自治会
へ延べ９０回実施した。

駐車場や駐輪場の改修及び維
持管理の推進

計画的な改修を行い、効率的
な活用を図る。

駐車場の改修については、優
先度の高いものから順に行っ
ていく。

三笠橋駐車場エレベーターの
改修および駅前自転車駐車場
の防犯カメラの更新

計画した三笠橋駐車場エレ
ベーターの改修及び駅前自転
車駐車場の防犯カメラ更新を
実施した。

公園施設課 設定者 課長 木村 房俊



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる未来都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

岩国駅前南地区市街地再開発
事業の推進

岩国駅周辺再開発事業 再開発組合の事業計画認可を
受けること。

組合の事業計画への指導や関
係機関との調整などの支援を
行う。

定期の組合理事会に出席する
とともに、組合への指導助言、
関係機関との調整を行い、次
年度当初の事業計画認可申請
が行われることとなった。

にぎわい創出施設整備事業の
推進

岩国駅周辺にぎわい創出施設
整備事業

再開発事業スケジュールに合
わせて図書館機能を核とした
にぎわい創出施設の整備を目
指す。

にぎわい創出施設整備に向け、
実施設計を行う。

再開発事業との調整を行いな
がら、実施設計の遂行を行っ
た。

南岩国駅前広場、新岩国駅
前広場の整備による交通結節
点の機能強化及び利便性の向
上

・南岩国駅周辺整備事業
・新岩国駅前広場整備事業

・令和５年度中の南岩国駅前
広場等の完成を目指す。
・新岩国駅前広場について整
備を推進する。

・南岩国駅前広場及び駐輪場
の整備工事を実施する。
・新岩国駅前広場について建
築設計業務を実施し、計画を
軌道に乗せる。

駐輪場については、関連工事
の影響があり次年度への繰り
越しとなったが、その他の整
備については、年度末の整備
完了となった。

黒磯地区における福祉・科学
学習施設を核とする「いこい
と学びの交流テラス」の整備
推進

・いこいと学びの交流テラス
整備事業
・いこいと学びの交流テラス
アクセス道路整備事業
・愛宕山１丁目ほか急傾斜地
安全対策事業

・令和５年度に建築工事に着
手し、令和７年度末の完成を
目指す。
・いこいと学びの交流施設と
藤生駅を結ぶアクセス道路の
整備を推進する。
・令和５年度に設計を行い、
令和７年度末の完成を目指す。

・福祉・学習施設や屋外トイ
レ、また公園や駐車場等の整
備を実施する。
・用地測量や補償費算定業務
を実施し、用地取得等の準備
を行う。
・詳細設計業務を実施し、次
年度工事に向けて地元調整を
行う。

予定通り、建築工事に着手す
ることができ、アクセス道路
についても予定業務に着手す
ることができた。また、地元
説明会等を実施し、地元調整
も図っている。

都市拠点整備課 設定者 課長 岡原 達也



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる未来都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

安全な宅地の形成や開発行為
による良好な市街地の形成を
図る。

都市計画法、宅地造成等規制
法の適正かつ的確な審査や検
査を行うとともに、盛土造成
宅地の耐震化の促進に努める。

法令遵守を的確に指導対応す
ることで、安全で良好なまち
づくりにつながる。

開発許可、宅地造成許可にお
いて、適用基準の遵守を指導
する。また、宅地耐震化推進
事業を着実に進めていく。

開発許可、宅地造成許可につ
いて、適正な審査を実施する
とともに、宅地耐震化推進事
業の二次スクリーニング計画
における調査を１５か所実施
した。

建築物の建設及び既存建築物
の維持保全等において、安全
性や住環境の向上を図る。

建築基準法、建築物省エネ法
等、長期優良住宅法等の適正
かつ的確な審査や検査業務を
行うとともに、既存建築物の
維持保全を図る。また、耐震
改修促進法に基づき建築物の
耐震化の促進に取り組む。

関係する法令遵守を確実に実
施するよう指導対応すること
で、安全で快適な建築物の住
環境が図れるとともに、持続
可能な環境の構築につながっ
ていく。

建築確認や許可、省エネ適合
判定や届出、低炭素建築物認
定、長期優良住宅認定等の審
査や検査を適用規定の看過や
誤認がないよう、法令遵守を
指導する。

建築確認や許可を適正に審査
するとともに、建築物省エネ
法等の改正について条例改正
を遅滞なく行い、法令順守の
周知徹底を図った。

専門分野（土木・建築）にお
ける知識の習得等、技術力の
向上を継続的に取り組む。

職種や職位にあった各種研修
の積極的な受講推進や資格取
得に向けた学習を支援する。

職員全体で資格取得や技術力
の向上に継続的に取り組むこ
とで、安定的な人材確保と変
動する技術の進化に伴う高い
専門性に対応できる。

国土交通大学校や全国建設研
修センター等が実施する専門
性のある研修を計画的に継続
して受講する。また、各種会
議等の議題検討など主体的に
意見をもって参画する。

国土交通大学校や全国建設研
修センター等の実施する研修
に参加し、職員のスキルアッ
プに努め、技術力の向上を
図った。

各種申請や届出において、的
確かつ迅速な行政サービスの
提供を図る。

質の高い相談対応が適宜行え
るように情報共有や各分野と
の連携を図る。

対応や指示、指導の食い違い
や手戻りをなくし、相談者が
満足できる行政サービスの提
供を行う。

相談内容やその対応等につい
て課内で情報共有を図り、逐
次確認し、必要に応じて修正
対応等に速やかに応じる。

相談や照会事項について、情
報共有を図り、適宜、必要に
応じて協議対応を迅速に行っ
た。

建築指導課 設定者 課長 兼田 義浩



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市と自然が共生し、市民が集い、行きかい、安心して暮らせる未来都市づくりを推進します。

都市開発部の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 都市開発部長 内坂 武彦

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市営住宅の適正管理及び戦略
的な住宅供給に取り組む。

・関係施策と連携した住宅供
給
・市営住宅の立地と供給の適
正化

①子育て施策や移住定住施策
と連携し、情報提供する。
②市営住宅長寿命化計画に基
づき住宅供給の適正化を図る。

①関係施策と併せた住宅取
得に関する情報提供
②若者定住・特定公共賃貸
住宅のＰＲ
③老朽化等団地の用途廃止
等を行っていく。

①被災者提供住宅等、情報提供
及び情報共有を行った。
②総合支所と連携し実施 １件
③用途廃止 ３戸
解体除去 ３戸

居住支援体制の構築に取り組
む。

住宅確保要配慮者が暮らし続
けることができる住環境の提
供

①福祉部局と住宅部局が連携
した居住支援体制を構築する。

①相談対応の連携を図る。
②市営住宅の住戸改善を進
める。

①入居者の生活環境向上の取り
組みに協力し、実施した。
②市営住宅の住戸改善 ５戸
市営住宅の外壁改修 ２棟
市営住宅の屋根改修 ２棟

空き家対策の推進や建築物の
耐震化の促進に取り組む。

・空き家の管理徹底、老朽化
予防の働きかけ。
・建築物耐震化の促進の働き
かけ。

①関係する多くの情報を発信
する。
②相談体制の強化を図る。
③助成制度の推進を図る。

①空き家の適正管理の推進
と増加抑制に向けた情報発
信
②危険な空き家の解体費用
の助成
③建築物の耐震診断・改修
工事費用の助成等

①空き家対策セミナー及び個別
相談会を実施 １回
②危険空家解体費補助 １６件
③木造住宅耐震診断 １５件
木造住宅耐震改修 １件
危険ブロック塀除去 ４件

人と環境にやさしい公共施設
（建築物）の整備を推進する。

建築・設備関係の専門的分野
における技術力の向上に努め、
各事業における公共施設（建
築物）の適正な整備・保全の
取組

①専門的な技術力を生かし、
設計や工事監理に役立てる。
②各事業の目的や計画に則し
た整備を進めるとともに、誰
もが利用しやすく、環境に配
慮した施設整備を推進する。

①専門的な技術研修の受講
や資格取得に積極的に取り
組む。
②耐震化や長寿命化、バリ
アフリー、省エネ等に配慮
した建物の施設整備に努め
る。

①公共建築工事積算講習１４名
建築物石綿調査者講 ７名
施工管理講習 ４名
建築工事監理研修 １名

②木造公共建築研修 ４名
ZEB研修 （Web参加）

建築住宅課 設定者 課長 坂上 千晶



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の声を活かし、地域の資源を活用しながら魅力あるまちづくりに取り組みます。

由宇総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 由宇総合支所長 岸井 清市

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

自治会と協働による事業を推
進する。

自治会連合会との連携による
市民活動の支援

自治会内のコミュニケーショ
ンの場を増やすため、各地域
での活動を支援する。

地域で活用できる制度等の提
案をする。

・コロナ禍で中止していた自
治会長集会を実施し、市の助
成制度や、自治会連合会が補
助する活動助成金・活性化助
成金の説明を行い、各地域で
の活動を支援した。

自主防災組織の強化、活性化
を推進する。

・自主防災組織の再構築
・自主防災組織を起点にした
安全な避難行動の周知

・活動停止の自主防災会を再
結成する。
・早期に避難行動する住民の
増加を図る。

・活動停止の自主防災会に対
して再結成支援を実施する。
・早期避難の重要性の研修を
行い、各世帯での避難カード
の作成を促進する。

・自主防災組織の再結成に向
けて母体の６自治会と協議を
進め、うち３自治会が合同で
来年度再結成に向けて協議を
進めることとなった。
・避難カードや説明資料を作
成し、自治会や班単位で説明
会を１２ヵ所実施した。

消防体制の充実を推進する。 火災・災害発生時の即応体制
の維持強化

多発する災害等に対応する能
力を高める。

年１回の方面隊訓練、各分団
で火災最先着隊を想定した放
水要領の訓練への協力をする。

消防団方面隊訓練や各分団の
点検時に放水要領訓練を実施
し、必要な資器材整備を行っ
た。

住宅環境の改善を推進する。 住宅環境改善支援事業（県事
業）の推進

利用者を増やすことで、より
快適な住環境を整える。

事業の周知を実施するととも
に、相談受付事務を円滑に行
う。

事業の対象区域が拡大して２
年目のため、前年に比べ申請
件数は約４割減少したが、
チェックリストやマニュアル
の更新を行い、相談受付事務
を円滑に行う環境を整えた。

地域振興課 設定者 課長 上原 規寛



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の声を活かし、地域の資源を活用しながら魅力あるまちづくりに取り組みます。

由宇総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 由宇総合支所長 岸井 清市

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民が気軽に相談や申請が出
来る窓口サービスを提供する。

・来庁者への挨拶の励行と声
かけの実施
・来庁者の目線に沿ったサー
ビスの提供

①来庁者に挨拶や声かけをす
ることで、気軽に相談ができ
る窓口サービスが提供される。
②わかりやすく丁寧な接遇に
より、市民の窓口サービスへ
の満足度が向上する。

①職員全員が来庁者に積極的
に挨拶と声かけを行う。
②わかりやすく丁寧な説明・
接遇に努める。

来庁された方に対し、積極的
な声掛けを行うことで、速や
かに必要な申請窓口を案内す
ることができた。

市民が安心して相談が出来る
行政サービスを提供する。

・個人情報の保護の徹底
・担当業務の知識の習得及び
迅速で適正な事務処理

①個人情報の保護管理が徹底
されることで、市民が安心し
て相談が出来る。
②職員の資質・知識向上によ
り、市民が安心して相談や申
請を行い満足感を実感できる
行政サービスが提供できる。

①マイナンバー等が記載され
ている書類の取り扱いは、複
数員で確認をする。
②研修会等には積極的に参加
して、知識の習得と理解を深
める。
③課内で派生した課題等の情
報共有に努め、解決や改善に
ついて協力して取り組む。

・書類の取り扱いや証明書の
交付等について複数人での確
認を確実に行うことで、個人
情報の保護を徹底することが
できた。
・制度やシステム改修等の研
修会に職員が積極的に参加す
ることで、知識の習得を図り
適正な事務処理を行うことが
できた。

市民や地域団体等と連携し、
生活環境の保全や環境美化の
推進を図る。

・町内一斉清掃等の活動への
対応
・不法投棄廃棄物への対応

①町内一斉清掃等の活動を支
援することで、地域住民の環
境保全に対する意識が向上す
る。
②地域団体等と連携して不法
投棄廃棄物の撤去を行うこと
で、環境美化が推進できる。

①自治会連合会主催の町内一
斉清掃で回収した不燃物の処
理場搬入を支援する。
②環境衛生連合会に不法投棄
廃棄物のパトロール及び回収
を委託し、処分場搬入を支援
する。

地域の清掃活動や、環境衛生
連合会による不法投棄廃棄物
のパトロール及び回収作業に
支援を行い、生活環境の保全
と環境美化を行うことができ
た。

市民福祉課 設定者 課長 村重 和美



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

市民の声を活かし、地域の資源を活用しながら魅力あるまちづくりに取り組みます。

由宇総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 由宇総合支所長 岸井 清市

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域の実情に応じた効果的な
施設の維持管理を図る。

・公共施設のパトロールの実
施
・市民協働による生活道路や
公園の維持管理の推進

①公共施設の安全性と利便性
が確保される。
②地域において互いに助け合
う快適で住みよい地域社会と
なる。

①定期的なパトロールによる
公共施設の保全管理を行う。
②自治会単位で自主的に地域
の公共施設の草刈及び清掃活
動の定期化

・定期的なパトロールと市民
からの情報提供により、公共
施設の状態を把握し、速やか
に処置することで施設を健全
な状態を保ち、事故を防いだ。
・公共施設の清掃や草刈りを
地域住民に呼びかけ実施して
もらい、作業により出た草や
ごみは職員で回収し、公園や
緑地は職員で作業し環境整備
を行った。

近年拡大している鳥獣被害を
防止するため有効な施策の実
施を図る。

・鳥獣被害の防止と駆除
・耕作放棄地の発生防止

①鳥獣被害の防止と駆除のた
めの支援を推進する。
②中山間地域の集落単位等で
の共同活動による保全管理と
保全活動を促進する。

①小型箱罠の貸し出しと対策
補助制度の周知
②地元猟友会との協力体制の
強化
③中山間地域の共同活動の支
援

・有害鳥獣の目撃情報を基に、
現地確認のうえ猟友会にパト
ロールや罠の設置を依頼し、
GISに出没個所を入力すること
で情報の見える化を行った。
・小型箱罠の貸し出しや補助
制度を支所だよりに掲載し、
貸出及び周知を行った。
・中山間地域の共同活動に係
る補助金の事務手続きを支援
し、農地の保全管理と保全活
動を促進した。

農林建設課 設定者 課長 岡﨑 勝則



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

住民目線でのサービスの提供を基軸として地域課題に柔軟に対応し、市民との協働による安心・安全な住み良い環境をつくる
ため、横断的に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 竹原 直美

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域住民の自主防災に対する
意識を高める。

自主防災組織や自治会等が行
う防災活動の支援、緊急情報
伝達手段の周知に努める。

・各地域で開催される研修会
等への講師派遣
・防災行政無線戸別受信機設
置数の増

各種研修会等の機会を捉
えて、防災講話を実施す
るとともに、防災ラジオ
や、市民メール等の活用
を周知する。

・単位自治会が実施する防災訓練
（研修）や婦人会等の団体が実施
する防災研修会に積極的に出向い
て防災講話を行った。
・その際に緊急情報伝達手段につ
いて周知を行い、防災ラジオや市
民メールの普及に努めた。
※令和５年度防災ラジオ申請件
数：４５件（R４年度：２０件）

地域交通の利便性向上 生活交通バスの利便性向上に
向けた取り組み。

住民の要望などを参考に、地
域の状況に沿った運用への見
直し検討を行う。

・日曜運行（実証運行）
の結果を基に今後の方針
を検討する。
・運行経路の変更等、地
域からの要望に対する検
討、調整。

・令和５年４月～９月に生活交通
バスの日曜日実証運行を行った。
・検証結果は、全路線とも目標
（１便あたり１人以上の乗車）に
程遠く、通常の平日運行のほうが
利便性が高いという判断から、日
曜日の本格運行は行わないことと
した。
・その他、地域からバスの路線や
時間の変更要望が出され、その都
度住民や運行業者と協議を重ねた。
様々な要因からいずれも要望どう
おりにならなかったが、その理由
について丁寧に説明し、理解を得
られた。

地域振興課 設定者 課長 藤岡 達也



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

住民目線でのサービスの提供を基軸として地域課題に柔軟に対応し、市民との協働による安心・安全な住み良い環境をつくる
ため、横断的に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 竹原 直美

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

自治会および地域との連携 自治会や地域の活動を支援 ・地域で活用できる制度
等の提案
・自治会との情報共有

・新型コロナの影響を考慮し、自治
会連合会総会は今年度も書面開催と
したが、先進地視察研修は実施した。
・自治会連合会理事会については通
常どおり３回開催し、市からの情報
を漏れなく発信するとともに、より
効果的な意見、要望の集約場とする
ため、地元の市議会議員（２名）の
同席のもと意見交換会も実施した。

地域おこし協力隊活動の推進、
連携

協力隊員の活動と地域住民、
団体との交流を推進

協力隊員の地域活性化等
に向けた取り組みへの支
援、連携、情報共有

・祖生地区に集落支援員と地域おこ
し協力隊員を１名ずつ配置しており、
地元住民や団体と連携して地域の活
性化を目指す取組みを行っている。
・地域振興課と祖生出張所が地元と
の橋渡しとなり、助言等を行いつつ、
スムーズな活動が行われている。

地域振興課 設定者 課長 藤岡 達也



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

住民目線でのサービスの提供を基軸として地域課題に柔軟に対応し、市民との協働による安心・安全な住み良い環境をつくる
ため、横断的に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 竹原 直美

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

市民が満足できる接遇と適切
な対応

・丁寧な市民サービスの提供
・職員間での情報の共有、関
係機関との連携

・市役所窓口での市民が満足
する行政サービスの提供
・情報を共有し、職員間、関
係機関で迅速・適切な対応を
行う。

・丁寧で優しい接遇を心掛け
る。
・通路、窓口の来庁者へ注意
を向け、声かけを行い市民が
迷わない対応。
・担当業務のスキルアップを
し、市民に分かりやすくでき
るようにする。

・年間を通じて、窓口対応は
しっかりできていた。通路、
窓口付近の来庁者への声掛け
もできていた。
・スキルアップについても積
極的に研修への参加ができた。

市民、各種団体、関係機関と
連携して生活環境の保全・美
化を推進

町内一斉清掃等の清掃活動、
不法投棄廃棄物への対応

・生活環境の保全・美化の推
進
・不法投棄パトロールの実施

・市民、各種団体の協力や情
報提供等により実施
・定期的な不法投棄パトロー
ル、週２回

・苦情の処理や情報提供につ
いても、早く処理ができてい
た。
・パトロールも問題なく実行
できた。

市民福祉課 設定者 課長 上田 勝久



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

住民目線でのサービスの提供を基軸として地域課題に柔軟に対応し、市民との協働による安心・安全な住み良い環境をつくる
ため、横断的に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 竹原 直美

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農林業後継者や担い手を確保
するとともに、農地等の多面
的活用を目指す。

農林業者や農林業各種団体及
び関係部署と連携した施策の
検討・実施

・経営安定に係る諸施策の研
究・活用
・新規就農者の確保
・休耕田等の活用

・人・農地プラン（地域計
画）で定めた中心経営体との
連携・支援
・耕畜連携の推進
・就農相談及び関係団体と連
携しての支援

・地域計画策定に向け、中心
経営体や土地改良区など農業
関係者に向け、地域内6か所で
説明会を開催した。
・就農相談はあったが、新た
な新規就農者確保には至らな
かった。

食肉施設の安定的かつ安心安
全な運営・支援を行う。

・食肉施設の機器点検・整備
及び衛生管理の徹底
・食肉流通センター及び汚水
処理施設の建替えを考慮した
施策の展開

・安定的な運営と安心安全な
食肉の供給
・周囲の環境に配慮した施設
運営
・老朽化施設の改修及び建替
え等の検討

・機器の日常点検・定期点検
を確実に行う・ハサップに基
づく衛生管理の徹底
・流通センター及び汚水処理
施設の改修及び建替え等の検
討

・老朽化が進んだ施設の建替
えに係る協議を進めた。
・ハサップに基づく衛生管理
を行うため研修や講習会を
行った。
・作業効率を上げるため、設
備の改修を行った。

所管する施設の安全対策を徹
底し、利用促進を図る。

所管公共施設の維持管理業務
の実施

・常時安全に利用できるよう
な管理
・利用者目線での維持・運用

住民からの要望等に合わせた
計画的な施設の維持・整備

・管理施設における危険個所
や、危険設備などの修繕や更
新を行った。
・利用者のニーズに対応でき
るよう関係団体と協議を進め
た。

農林課 設定者 課長 向原 英昭



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

住民目線でのサービスの提供を基軸として地域課題に柔軟に対応し、市民との協働による安心・安全な住み良い環境をつくる
ため、横断的に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 竹原 直美

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

防災上の観点を含め、当課が
所管する市道や河川の維持管
理を適切に行うことにより、
安心・安全な住環境の保持に
努めます。

・市道、河川の適切な維持管
理
・市道、河川の緊急時の迅速
対応

・市道や河川等のパトロール
を計画的に行い、適切な維持
管理に努めます。
・市民からの要望等に対して
迅速に対応し、問題の解決に
努めます。

・市道や河川等のパトロール
を毎月２回以上実施し、応急
的な対応が必要な場合は迅速
に対応します。
・異常気象後は速やかにパト
ロールを実施し施設の機能保
全に努めます。

当課所管の市道、河川等に
ついて、確実なパトロールや
寄せられる要望等の的確な対
応により、事故の発生を防ぐ
事が出来た。

当課所管の下水道（集落排水、
特定排水）や公園など施設の
維持管理を適切に行うことに
より、住み良い環境づくりを
推進します。

・下水道（集落排水、特定排
水）の維持管理
・公園施設の維持管理

・下水道施設について緊急時
対応可能な体制を維持します。
・公園の遊具や設備の点検を
計画的に行い、適切な維持管
理に努めます。

・下水道マンホールポンプ等
においては、緊急な対応が必
要な場合は、迅速に対応しま
す。
・公園の遊具等の点検を３か
月に１回以上実施し、緊急的
な対応が必要な場合は迅速に
対応します。

マンホールポンプ等の下水
道施設の管理については、発
生する異常に対し、迅速・的
確に対応出来た。
管内公園施設においても、

定期的な点検を実施し、異常
箇所を発見した場合は的確に
対処し安全に利用できる施設
として提供出来た。

建設課 設定者 課長 森本 真史



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

住民目線でのサービスの提供を基軸として地域課題に柔軟に対応し、市民との協働による安心・安全な住み良い環境をつくる
ため、横断的に取り組みます。

周東総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 周東総合支所長 竹原 直美

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域づくりの意識を共有し、
協働のまちづくりを推進する。

地域活動の支援や
参加促進

・地域コミュニティの機運
醸成
・地域による自主的なまち
づくり活動の実施

・自治会連合会と連携を図り、
地域における課題を検討する。
・地域づくりの協働推進のため、
各種サービスの積極的なＰＲや
研修会等への参加を促す。

・地域の課題を自ら提起、解決できるよ
う新たな組織である「地域づくり協議
会」の発足を模索・検討しており、自治
会長（２２名）を対象に先進地（下関
市）視察研修を実施した。

地域住民が自ら対応、行動で
きる防災意識の向上を図る。

・防災アドバイ
ザーの養成支援
・防災教育研修会
等の開催支援

・災害等に自らが対応、行
動できるよう意識を高め、
安心・安全を確保する。
・防災アドバイザーによる
地域支援を確立する。

・幼稚園・小学生・中学生を対
象とした防災教育研修の開催
・地域住民を対象とした防災体
験研修の開催

・玖珂幼稚園（５名）、玖珂小学校（８
８名）、玖珂中学校（９３名）を対象に
防災教育研修会を、単位自治会長・自治
会防災委員（６９名）を対象に自主防災
リーダー研修会を開催した。また、今年
度は新たに地域住民を対象とした、親子
防災教室（親子４０名）を開催した。

支所の窓口サービスを、円
滑・迅速に提供できる接遇を
実現する。

接遇の向上推進 ・案内待ちが無いような窓
口対応
・支所のワンフロアーを生
かしたワンストップ窓口
サービスの実施

・窓口案内表示の検証
・接遇研修における職員のスキ
ルアップ
・支所部署内の業務に対する連
携意識向上のため、情報共有を
しっかり図る。

・玖珂支所では窓口における接客をワン
ストップで実施できるよう各班で連携を
図り業務を執り行うよう心掛けている。
接遇研修等に基づき、来客者に積極的に
声掛け等をし、窓口業務を含め施設の案
内を円滑に実施した。

玖珂支所 設定者 支所長 藤本 慎司



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市や周辺地域との交流を図り、笑顔で溢れるまちづくりを推進します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域住民による意欲的なコ
ミュニティ活動の推進

地域活動の支援と参加促進 ・地域づくりに関する事業件
数の増加
・地域活動の担い手の確保、
育成

・市民や市民活動団体が地域
づくりに参加する機会の提供
・地域課題解決への取組支援
やコミュニティ活動の機運醸
成
・移住応援団との連携を強化、
移住定住を促進

・地域ささえ愛交付金事業を
活用した環境づくりにおいて、
継続的な活動を見越した事業
や外出者を取り込んだ事業に
取り組んだ。
・２４自治会に地域情報を聞
き取った。また、１自治会に
対し集落点検を実施、結果を
地域で共有し、課題解決の機
運が醸成された。

多様性のある体験交流事業の
推進

体験交流の企画と誘致 交流人口の増加 ・やましろ体験交流協議会と
連携した体験型旅行の企画と
誘致
・多様な体験企画や地域どう
しの結びつきの創出

・家族や小学生等を対象に体
験イベントを実施し、２３３
名を受け入れた。
・地域資源を活用した新たな
体験企画を実施した。
・関西地区で誘致活動を実施
した。

観光施設の適切な維持管理と
地域観光の魅力向上

観光施設を健全に運営できる
環境の整備

観光施設への訪問者の増加 ・各種事業を活用した施設整
備
・施設有効活用策の検討
・地域おこし協力隊によるグ
リーンツーリズム等の情報発
信

・管内の観光施設等への訪問
者が前年との比較で１５，６
５８人（１０７．７％）増加
した。
・観光施設を安心快適に利用
できるよう、適宜修繕等を実
施した。
・地域おこし協力隊による協
力隊通信やＳＮＳ等で地域の
魅力を内外へ発信した。

錦総合支所地域振興課 設定者 課長 田中 英司



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市や周辺地域との交流を図り、笑顔で溢れるまちづくりを推進します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

接遇能力及び事務処理能力の
向上を図り、市民が満足し、
納得できる対応をする。

窓口対応マニュアル及び業
務マニュアルの充実と共有

・来庁者のニーズを的確、迅
速に判断し、担当班、担当者
に引き継ぐ。
・課員全員が班の垣根を超え、
課内業務全般について把握し
ている。

・来庁者に対する声掛けの意識を
向上させる。
・各班の業務マニュアル等を最新
の状態に維持し、わかりやすく整
理することで共有しやすくする。
班内検討会（４月～３月）
課内検討会（１０月～３月）
成果報告（１２月～１月）

・班を超えて来庁者への声掛
けはできた。
・業務マニュアルは、課員・
班員が共有できる課内共有
フォルダにまとめ、探しやす
く使いやすいよう日々更新を
重ねている。
・来庁者の傾向からその時期
に取り組むべき課題を推察し、
各班内で共有。窓口でのコ
ミュニケーションがうまくい
くよう、先回りして準備でき
た。

市民や関係機関等との折衝記
録をわかりやすく整理して記
録し、各班内で共有する。

各班内で情報共有できる
ファイル管理方法を研究し、
整理活用する。

記録した情報を正確に引き継
ぎ、継続中の手続きや折衝な
どをいつでも誰でも速やかに
活用できる。

・取組中の案件や折衝記録を共有
できる保管方法を研究し、整理活
用する。
班内検討会（４月～３月）
課内検討会（１０月～３月）
成果報告（１２月～１月）

・各班ごとに情報を共有でき
るファイルを活用している。
これにより、担当者不在でも
折衝中の記録を確認すること
ができ、だれでも対応できる
ようにしている。

錦総合支所市民福祉課 設定者 課長 藤井 一嘉



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市や周辺地域との交流を図り、笑顔で溢れるまちづくりを推進します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組の目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農林業の担い手の確保 ・担い手農家の支援
・新規就農者の支援

農家の営農が安定して行われて
いる。

・農業再生協議会事業の推進
・玖北地区協議会を通じての
営農支援

再生協や玖北協議会からの情
報周知に注力したが、産地交
付金申請が微減するなど農家
の経営は厳しい状況である。

農村の生活環境の向上 ・直接支払制度の活用
・鳥獣被害防止の対策
・間伐等の施業による林地
の整備
・上下水道の生活環境整備
・家畜の衛生安全の対策

・耕作放棄地の増加が減少する。
・農作物の鳥獣被害が減少する。
・荒廃林地の増加が減少する。
・上下水道が適切に管理されて
いる。
・畜産農家の経営が安定する。

・直接支払制度の周知推進
・鳥獣害防止対策補助金の活
用推進
・作業道維持事業への取組
・水道管理組織への支援

・集落協定数は維持され、鳥
獣被害報告数は減ったが、耕
作面積も全体的に減少してお
り厳しい状況である。
・上下水道については災害の
影響が小さかったので適切に
管理が出来ている。

農林業を活用した交流促進 ・女性農林製品加工組織へ
の支援
・農業体験交流施設の活用
推進

・女性グループが活発に活動で
きる。
・体験交流施設を中心に交流活
動が盛んにおこなわれている。

体験交流施設利用者の支援組
織と連携し、活性化に取り組
む。

・農林業に取り組む女性グ
ループの活動が継続的に出来
ている。
・体験農園施設が空室なく活
用できており、また中学生の
農業体験交流活動を実施した。

生活道路の整備 ・道路パトロールの実施
・市道の安全施設整備の実
施

生活道路が安全に通行できる。 道路安全施設の整備 ・市道に関する情報や要望が
58件あったがほとんどを処理
できた。

農林建設課 設定者 課長 坂本 泰司



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

都市や周辺地域との交流を図り、笑顔で溢れるまちづくりを推進します。

錦総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 錦総合支所長 的場 敏

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

農業体験や観光交流を推進し
交流人口の増加を図る。

・観光施設整備の適正化。観
光事業の実施団体と連携した
観光の推進。
・地域住民主体で実施する交
流事業の支援

観光交流、農業体験交流など
の都市住民との交流が増加す
ることで、地域が活性化する。

・根笠地域の観光施設の整備
・美川開発との定期的な協議
を実施するなど連携を強化し、
根笠地域の観光を推進する。
・地域住民主体の農業体験な
どの都市住民との交流事業を
支援する。

・大水車「でかまるくん」周
辺の観光施設整備を地域おこ
し協力隊員を中心におこない、
来場者の大幅な増加につなげ
た。また、美川開発との定期
的な協議を実施し、地域おこ
し協力隊員の導入を協議する
など観光振興を進めた。
・地域活動組織の活動支援を
集落支援員中心におこない、
農業体験イベントなどでの地
域内外の交流人口増加を図っ
た。

質の高い窓口サービスを提供
する。

美川支所内での情報共有の促
進と業務能力の向上を図る。

支所来客者に丁寧で的確な対
応により満足いただけるサー
ビスを実施する。

美川支所内の班内会議などの
各所会議や協議を積極的に実
施し、情報共有を図るととも
に、業務連携、協力を促進し、
職員の業務能力の向上を図る。

・部署内での会議、協議を定
期的に実施するとともに、地
域イベントや協議会など地域
住民、関係組織と連携する場
を積極的に設けて、職員の能
力向上を図り、質の高い窓口
サービスの提供に務めた。

錦総合支所美川支所 設定者 支所長 下村 豊



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

地域の課題解決のため市民目線で取り組み、市民と協力し「暮らしやすいまちづくり」を推進します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所長 藤野 修二

課の使命又は目
指す姿

【課の組織目
標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域づくり支援機
能を強化し、市民
との協働により地
域の諸課題を解決
する。

・集落支援事業
・市民協働による移住定
住の促進

①集落支援員を中心に旧小学校
エリアでの地域活動を支援する
ことで、広域で支えあう仕組み
づくりが構築される。
②各地域の移住応援団と協働し
移住定住の促進（空き家バン
ク）に積極的に取り組むことに
より、地域活動の担い手が確保
され、集落機能の維持が図られ
る。

①夢プランの実践による活性化に
取り組んでいる地域は、持続可能
な活動になるよう支援する。
また、新たな集落支援員による支
援地域・支援方針を決定し、支援
を開始する。
②移住応援団と協働し、空き家情
報の収集と調査を進める。

集落支援員を中心に下畑地区、長谷地区
の夢プランに基づく地域活動の支援を実
施し交流人口が増加した。また、新たに
阿賀地区と秋掛地区の支援を開始し、今
後の支援方針を決定した。移住定住につ
いては、美和地域１０か所で制度説明会
を実施した。その結果、空き家登録４件、
成約３件となっており、９名の移住者を
受け入れることができた。

生活交通バスが便
利で利用しやすく
将来にわたり持続
可能なものとする
ために運行の適正
化を図る。

生活交通バス運行最適化 住民アンケートや乗降調査で把
握した住民ニーズを反映した生
活バス路線再編が行われること
により、将来にわたり持続可能
な公共交通となる。

①美和地域生活交通バス路線再編
計画(案)を各地域で説明する。
②各地域の意見を踏まえて計画を
修正し、自治会連合会役員会に諮
り計画を確定する。

アンケート調査や説明会を開催し、住民
ニーズを反映したバス路線等の再編計画
を作成することができた。令和６年４月
から新たなルート・時刻により運行を開
始する予定である。

弥栄湖を中心とし
た観光拠点の充実
により交流人口の
拡大を図る。

・観光拠点地域の活性化
・観光から移住へとつな
げていく取組
・地域おこし協力隊派遣
事業

弥栄湖周辺施設の機能向上及び
外部人材の活用による魅力的な
観光拠点づくりを目指すことに
より、観光客数や関係人口が増
加する。

①レイクプラザやさか利用者の安
全性・利便性の向上を図るため大
規模な施設改修を実施する。
②地域おこし協力隊員を配置し、
改修後のレストラン・売店の新た
な運営やレイアウト等を検討する。

レイクプラザやさかの大規模改修を実施
した。また、地域おこし協力隊員を配置
し、令和６年４月のリニューアルオープ
ンに向けて新たな運営方針や地元産食材
をアピールしたメニュー、館内レイアウ
トなどの提案を行った。

美和総合支所地域振興課 設定者 課長 宮本 宜明
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

地域の課題解決のため市民目線で取り組み、市民と協力し「暮らしやすいまちづくり」を推進します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所長 藤野 修二

課の使命又は目
指す姿

【課の組織目
標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

防災意識の醸成を
図り、災害時に迅
速に対応できるよ
うにする。

市民協働による自主防災
事業

各地域で避難計画や緊急連
絡網を整備することにより、
互助・共助機能が発揮され、
災害時に迅速に対応できる。

①自治会連合会と連携し、各地域の
緊急連絡網の作成・更新を行う。
②地域防災についての研修会(自治会
長研修会）を開催する。

自治会連合会と協働し、各地域の緊急連
絡網の作成支援を実施し、これまでに６
１自治会のうち４８自治会の緊急連絡網
の作成支援を行った。また、西畑地区で
地域防災講座を開催した。

美和総合支所地域振興課 設定者 課長 宮本 宜明
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令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

地域の課題解決のため市民目線で取り組み、市民と協力し「暮らしやすいまちづくり」を推進します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所長 藤野 修二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

来所者が満足いただける接
遇・信頼いただける個人情報
等保守

・来所者への挨拶の励行と声
掛け
・来所者目線に沿ったサービ
スの提供
・個人情報等保守
・マイナンバーの厳格な取り
扱い

・来所者が満足いただける
サービスが受けられる。
・市民が安心安全に暮らせる。
・班単位で業務を行うのでは
なく、全課員で対応する。

・来所者には、速やかに挨拶、
声掛けを行い、用件を把握す
る。
・来所者の目線に立って、解
りやすく端的に説明をする。
・個人情報が記載されている
証明書や申請書等を交付する
際には、申請者ご本人にも内
容を確認していただく。
・マイナンバーが記載されて
いるものは、必要性の有無を
確認する。

・来所者満足向上については、
挨拶・声掛けを心掛けた。
・改善策として職員相互で注
意喚起を行った。
・改善例としては、総合支所
敷地内に人影が見えると職員
に来所者を周知させた。
また、スムーズな対応のた

め資料の整理整頓に努めた。

市民福祉課 設定者 課長 村重 典則



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

地域の課題解決のため市民目線で取り組み、市民と協力し「暮らしやすいまちづくり」を推進します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所長 藤野 修二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域農業を支える中核経営体
や担い手の育成・支援

中核経営体や担い手農家の支
援と育成

中核経営体や経営意欲の高い
担い手への重点指導により経
営基盤の強化を図るとともに、
組織間の連携支援により経営
の安定化を図る。

集落営農法人等パートナー
シップ協議会において、各農
業法人が抱える課題解決や、
経営安定に向けた取り組みを
支援する。

定期的に開催している、集落
営農法人等パートナーシップ
協議会において、県や農協と
連携し、支援策等の情報共有
を図ることや、組織間の連携
に努めた。今後も中核経営体
や担い手の支援育成に努める。

地域特産物「岸根ぐり」の産
地再生支援

地域特産物の生産振興 地域おこし協力隊員や関係団
体と協働して生産基盤の強化
に取り組み、地域特産物「岸
根ぐり」のさらなる生産技術
のレベルアップを図り、担い
手の確保と安定生産により出
荷量を増やす。

市で管理する母樹園を活用し
て、「岸根ぐり」の優良系統
樹の保全に努め、くり生産組
合員と協働して産地再生に向
けた取り組みを行う。

「岸根ぐり」の産地再生に向
けた取り組みを目的に地域お
こし協力隊員が母樹園や再生
した耕作放棄地を活用し、優
良系統樹を保全するため苗木
づくりから、接ぎ木を実施す
るなど、生産基盤の強化に努
めることができた。今後も引
き続き美和町くり生産組合と
協働し、産地再生に取り組む。

生活道路の安全性と利便性の
確保

・市道（生活道路）整備・改
良の推進
・交通安全施設整備の推進
・道路パトロールの実施

道路の危険個所等、早期発見
のための巡回点検を実施し、
適切な維持管理に努める。

日常のパトロール、点検の
強化により異常個所の早期発
見、早期対応に努める。
また、市民からの要望や苦

情に対し速やかに対応する。

市道や林道等のパトロールを
強化し、異常個所の早期発見
に努め、早期対応することが
できた。また住民からの通報
があれば、速やかに現地確認
し対応することができた。

農林建設課 設定者 課長 高辻 英明



令和５年度 課の組織目標を実現するための主な取組

地域の課題解決のため市民目線で取り組み、市民と協力し「暮らしやすいまちづくり」を推進します。

美和総合支所の使命又は目指す姿【部の組織目標】 設定者 美和総合支所長 藤野 修二

課の使命又は目指す姿
【課の組織目標】

課の組織目標を実現するための今年度の主な取組

主な取組 主な取組を目指す状況 主な取組の内容 主な取組の達成状況

地域での住民サービスを維持
するため、職員が連携・協力
し、地域に必要な施策を推進
する。

・支所内の連携協力体制の推
進
・地域活力の維持
・地域住民との協働の推進

①支所職員が支所内の業務を
把握し、対応できるようにす
る。
②支所職員も現状の地域の事
情を把握する。
③支所職員と地域住民の協働
による活性化・振興策を実施
する。

①支所内の２班（地域振興
班・市民福祉班）が連携し、
業務効率化に向けて取り組む。
②職員一人ひとりが、地域の
今の現状について把握し、改
善策等を考える。
③地域行事や地域活動につい
て、各種団体及び地域住民と
ともに企画運営を実施する。

①支所内２班が連携（庁舎管
理を市民福祉班で実施するな
ど）し、業務の効率化をした。
②職員一人ひとりが、地域の
現状や課題を把握し、改善策
を考え、外部人材の登用など
今後の取り組みに繋げた。
③４年ぶりのイベント開催は、
実行委員会の各種団体及び地
域住民とともに企画運営し、
夏と秋ともに盛会裏に実施で
きた。地域活動についても、
自治会連合会・ささえ愛協議
会と連携協力した。

本郷支所 設定者 支所長 亀弘 典久
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